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羽曳が丘東公園ボールパーク施設整備事業　［2,100 万円］
　市内各地域において子どもが安全・安心にボール遊びができる
環境整備に向け、羽曳が丘東公園において整備工事を実施すると
ともに、新たな整備場所の検討を進めます。

大型防災集中倉庫整備事業　［２億 2,425 万円］
　災害備蓄体制の強化を図るため、市の中央部に位置するはびきの
埴生学園のプール跡地に大型防災備蓄倉庫を設置します。

（仮称）第３こども園整備事業　［７億 9,929 万円］           
　既存の３つの幼稚園と１つの保育園を統合する（仮称）第3こど
も園については、令和８年度の開園をめざし、引き続き整備工事
を進めます。

主なハード事業

第1回定例市議会で可決承認された令和 7 年度当初予算

地域包括支援センター拠点及び認知症初期集中支援チームの
配置拡充　 ［4,226 万円］
�・地域包括支援センターの開設(東圏域 )
地域包括ケアシステムの深化・推進を図るため、東圏域において
民間事業者による地域包括支援センターを開設します。
・認知症初期集中支援チーム体制強化
中・東圏域の認知症サポート医の協力のもと、市内3圏域それ
ぞれに認知症初期集中支援チームを配置します。

中学校給食事業（全員喫食移行並びに給食費の公会計化）　
［3 億 3,118 万円］
　2学期からの中学校給食について、全員喫食に移行するととも
に市が給食費を徴収・管理する公会計化を行います。

定期接種化に伴う帯状疱疹ワクチン接種費用一部助成事業    
［3,470 万円］
　高齢者の帯状疱疹の発症および重症化を予防するとともに、
経済的な負担を軽減するため、定期接種化に伴い帯状疱疹ワク
チン接種費用の一部を助成します。

大阪・関西万博関連事業　［2,739 万円］
大阪・関西万博会場への子どもの無料招待
　4歳から高校生までを対象とした万博への無料招待に引き
続き取り組むとともに、大阪府が実施する府内小・中学校等
の児童・生徒を対象とした大阪・関西万博への招待事業に
かかる交通費の全額を助成（令和 6年度からの繰越事業）
します。

災害時医薬品の確保　［400 万円］
　羽曳野市薬剤師会と協力し、災害時に必要な医薬品の備
蓄に取り組みます。

子育てにかかる経済的負担の軽減　［1 億 3,415 万円］
・物価高騰に伴う保育園・こども園・学校給食費支援
保育園・認定こども園・市立学校における給食費について、
食材費高騰分の公費支援を行います。
・多子世帯への学校給食費の助成
市立学校における第3子以降の給食費の助成について、

小学校及び義務教育学校（前期）は引き続き全額、中学校
及び義務教育学校（後期）は半額から全額へ拡充します。

主なソフト事業

令和7 年度 羽曳野市の予算

会 計 名 令和 7 年度 令和 6 年度 伸び率  
一　般　会　計 538 億 5,619 万円 446 億 8,347 万円 20.5％ 

国民健康保険特別会計 124 億 8,661 万円 128 億 1,146 万円 -2.5％ 
と畜場特別会計 2 億 4,260 万円 1 億 5,861 万円 53.0％ 
財産区特別会計 16 億 8,060 万円 14 億 3,774 万円 16.9％ 

介護保険特別会計 121 億 7,187 万円 120 億 2,806 万円 1.2％ 
土地取得特別会計 7 億 6,513 万円 6 億 1,348 万円 24.7％ 

後期高齢者医療特別会計 23 億 5,263 万円 22 億 9,801 万円 2.4％ 
水 道 事 業 会 計 37 億 5,586 万円 35 億 5,684 万円 5.6％ 

下 水 道 事 業 会 計 63 億 4,331 万円 67 億　647 万円 -5.4％ 
総　　額 936 億 5,481 万円 842 億 9,416 万円 11.1％ 

＜一般会計＞
　�福祉、教育、ごみ処理、道路などの一般的な事業を
実施するための予算で、羽曳野市の事業の大部分を
占めています。

＜特別会計＞
　�一般会計とは区別して特定の事業ごとに経理する予算で、
羽曳野市には6つの特別会計があります。

※端数調整のため、各会計の合計値と総額の値は一致しないことがあります。
※下水道事業会計については、平成30年度より公営企業会計を適用しています。

総　　額　936 億 5,481万円
一般会計　538 億 5,619 万円

　学校給食センター等複合施設、（仮称）第３こども園及び本庁舎建替といった大型事業に取り組みつつ、限られた財源とのバラ
ンスに配慮しながら、「安全・安心でいきいきとした生活の実現」や「子どもの笑顔あふれる次世代育成」、「未来につなぐ選ばれ
る羽曳野の未来創生」の３つの重点方針のもと、施策を優先的、横断的に実施するための予算編成となっています。

羽曳野市長　山入端　創

－羽曳野市の予算－

本庁舎建替整備事業　［７億 6,283 万円］
　耐震性能や老朽化等の課題がある市役所本館について、
防災拠点機能の充実、市民サービスの向上と歴史資産との
調和をめざした新庁舎整備のための実施設計及び既存施設
の解体工事等を行います。

学校給食にかかる整備　［４２億 2,957 万円］
・学校給食センター等複合施設整備事業
青少年児童センターと一体的な整備を行う学校給食センタ
ーについては、令和８年度の供用開始をめざし、新築移転
整備工事を引き続き進めます。
・中学校給食の全員喫食に向けた配膳室整備事業
　2学期からの全員喫食の開始に向けた配膳室の整備を引
き続き進めます。



3−はびきの　令和 7 年 （2025 年）5 月−

歳出：一般会計の内訳（目的別）歳入：一般会計の内訳

歳入・歳出　一般会計の内訳 －羽曳野市の予算－

【問合せ】財政管理課　☎ 072-958-1111（内線 3562）

※令和7年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー（市役所本館1階）にてご覧になれます。
※ウェブサイトでは、市の財政状況を分かりやすく解説しています。　詳しくはこちらをご覧ください⇒

歳 出
（目的別）
538億
5,619万円

【民生費】 【民生費】 
  268 億8,834 万円（49.9％）  268 億8,834 万円（49.9％）

【教育費】 102 億3,816 万円（19.0％）【教育費】 102 億3,816 万円（19.0％）
※構成比および金額は、端数処理の関係で合計が100％にならない場合や総額と一致しない場合があります。

【土木費】 【土木費】 
  24 億2,033 万円（4.5％）  24 億2,033 万円（4.5％）

【総務費】 【総務費】 
  53 億2,715 万円（9.9％）  53 億2,715 万円（9.9％）

【公債費】【公債費】
  33 億2,750 万円（6.2％）  33 億2,750 万円（6.2％）

【衛生費】 
  32 億4,424 万円（6.0％）

【消防費】 13 億9,772 万円（2.6％）

【その他】 10 億1,275 万円（1.9％）

歳 入
538億
5,619万円

【市税】 【市税】 
  132 億2,380 万円（24.6％）  132 億2,380 万円（24.6％）

【国庫支出金】 【国庫支出金】 
  117 億7,617 万円（21.9％）  117 億7,617 万円（21.9％）

【地方交付税】 【地方交付税】 
  91 億2,000 万円（16.9％）  91 億2,000 万円（16.9％）

【府支出金】 【府支出金】 
  44 億1,326 万円（8.2％）  44 億1,326 万円（8.2％）

【市債】 【市債】 
  61 億9,650 万円（11.5％）  61 億9,650 万円（11.5％）

【地方消費税交付金】 【地方消費税交付金】 
  30 億9,300 万円（5.7％）  30 億9,300 万円（5.7％）

【諸収入】 
  13 億2,448 万円（2.5％）

【使用料および手数料】 
  4 億8,002 万円（0.9％）

【その他】 42 億2,896 万円（7.9％）

人権文化センター人権文化センター
5 月 17 日㈯午後オープン5 月 17 日㈯午後オープン

【問合せ】市民生活部人権推進課人権文化センター　☎ 072-955-4556

　現施設は、社会福祉法に基づく隣保館事業を実施する施設として昭和 40 年に建設されました。しかし施設の老朽化の進行や耐震化
の必要などから、新たに市民交流の拠点となる開かれたコミュニティ施設の拠点として「羽曳野市立人権文化センター」がオープンし
ます。

※電話工事のため 5月 16日㈮は終日つながりません。

【住　　所】
向野２丁目５番 22 号

【開館時間】
平日９:00 ～ 21:00　土曜日９:00 ～ 17:00     
休館：日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～翌年１月３日）　　　

【施設使用料】有料。ただし使用料を免除できる場合がありますので、 詳細につい
ては、人権文化センターまでお問合せください。

【施設申込等】所定の申請用紙に必要事項を記入の上、直接人権文化センターの窓
口までご提出ください。

【予約受付時間】９:00 ～ 17:30　センター施設使用開始日　５月 17 日㈯午後

区分
使用料 (円 )

会議室 多目的室１ 多目的室２ 調理室
9:00～ 12:00 900 900 900 1,500
13:00～ 17:00 1,200 1,200 1,200 2,000
18:00～ 21:00 900 900 900 1,500
9:00～ 17:00 2,100 2,100 2,100 3,500
13:00～ 21:00 2,100 2,100 2,100 3,500
9:00～ 21:00 3,000 3,000 3,000 5,000
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令和７年３月１９日㈬羽曳野市役所にて
俳優　堀田眞三氏へ山入端市長より委嘱状が交付されました！
サンディエゴ・ パドレス所属　ダルビッシュ有投手
上方落語協会会長　笑福亭仁智師匠
オリックス・ バファローズ所属　太田椋選手に次いで４人目の大使任命です。

山入端市長： 羽曳野が世界に誇る名優、 堀田眞三様に委嘱させていただきました。
昨年、 映画祭において俳優賞グランプリを受賞され、 今現在も C M、 映画などマルチな活
躍をされている堀田様には、 この度の大使就任をご快諾いただき感謝申し上げます。
その卓越した表現力、 影響力をもって羽曳野のポテンシャルを存分に発揮、 発信いただける
ものと確信しております。
申し分ない実力を兼ね備えた堀田様のこれからの更なる活躍に期待しております。

羽曳野市は“宝箱” のよう―羽曳野市は“宝箱” のよう―
堀田眞三： この度、 はびきの応援大使に任命いただきました堀田眞三です。
このお話をいただき、 俳優冥利に尽きると言いましょうか、大変光栄でございます。
私は羽曳野市をまるで宝箱のようだと感じております。
古市古墳群や竹内街道といった歴史資産や特産品が充実しており、 中でも、 夏に旬
を迎えるブドウとイチジクは絶品です。
そんな魅力満点の羽曳野市、 私にとっては撮影を終えて帰ってきたらホッとする心
の拠り所です。 ただそれだけじゃない。
他にも私の知らない羽曳野がまだまだあるんじゃないか、 魅力がまだ眠っているん
じゃないか。 そうワクワクさせるものが羽曳野にはあると思っています。
そういった魅力を私自身も羽曳野市を今一度見つめなおし世界に発信していく一助と
なれば幸いです。

堀田眞三（ほった しんぞう）―俳優―
羽曳野市出身、在住。俳優歴 62年。映画・TV・舞台・TVCM・各種 PV・海外の
映画などに出演され、現役でご活躍中。出演作品は 2000本超。

はびきの応援大使とは―
世界文化遺産「古市古墳群」、日本遺産「竹内街道」などの歴史的に重要な遺産や地域
の特性を生かした産物など、羽曳野市がもつ魅力を広く周知し、イメージ向上及び地
域振興を図ることを目的に委嘱するものです。

堀
田
眞
三
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大阪・関西万博に羽曳野市が出展します

大阪・ 関西万博では、 ５月９日㈮と 10日㈯に「大阪の祭！～ EXPO2025 春の陣～」 と
題し、 大阪各地のだんじり・ やぐら・ 太鼓台等がメインアリーナに大集合し、 各地域の祭
囃子が会場を盛り上げます！
羽曳野市からは、 誉田馬場町だんじりが両日とも出展し、 迫力あるだんじりの展示、 曳行
を行います！

また、 10日㈯には、 羽曳野太鼓「翔」 がメインステージ
に登場し、 熱気に満ちたパフォーマンスを披露します！
市民の皆さまも是非ご来場のうえ、大阪の多彩でエネルギッ
シュな“祭” を体感してください！

　大阪・ 関西万博では、 5月 9日㈮から 11日㈰にかけて「大阪ウィーク地域の魅力発見ツア
ー　～大阪 43市町村の見どころ～」 と題し、 世界遺産「百舌鳥・ 古市古墳群」 の所在す
る自治体が、 それぞれの魅力を生かした出展を行います。
　羽曳野市は、 令和 4年度に峯ヶ塚古墳から出土した、 大型の石見型木製品 (木製はにわ )
の原寸大レプリカ（大阪府立近つ飛鳥博物館所蔵）の展示や本物の埴輪に触れる体験などを行
います。 1500年以上の歴史を持つ「百舌鳥・ 古市古墳群」 の魅力に触れることができる機
会です。
皆様ぜひ会場へお越しください。

　各地方自治体による先導的な地方創生 SDGs の取組
を発信し、エンターテインメント要素を交え、各自治体が
誇る特色を体験・体感できるブースを展開いたします。
　会場には、桃太郎電鉄のゲームをモチーフとした装飾
が出現するとともに、デジタルコンテンツを使って、各ブ
ースを楽しく周遊することができます。

問合せ：市民協働ふれあい課

問合せ：文化財・世界遺産室、政策推進課

誉田馬場町だんじり、羽曳野太鼓「翔」出展

「2025大阪・関西万博　大阪ウィーク地域の魅力発見ツアー　
～大阪 43市町村の見どころ～」に出展

EXPO2025 大阪・関西万博
「地方創生 SDGs フェス」に出展

みんなで行こう！大阪・関西万博

【日程】5月 28日㈬～ 6月 1日㈰
【場所】EXPO メッセ「WASSE」

※会場イメージ

【日程】5月 9日㈮～ 5月 11日㈰
【場所】EXPO メッセ「WASSE」

万博の入場チケット、 来場
日時・ パビリオン予約等全
般に関すること
公益社団法人 2025年日本国
際博覧会協会　
大阪・ 関西万博総合コンタク
トセンター
☎： 0570-200-066

（９：00～ 22：00）

電子チケットの購入

紙チケット /引換券

↑羽曳野市の
出展について

【日程】5月 9日㈮・5月 10日㈯
【場所】EXPO アリーナ「Matsuri」
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ご挨拶
　毎年、多くの市民の皆様にご来場いただいております「はびきの市民フェスティバル」
も本年で第 48 回目を迎えることができました。毎年、皆様のご支援・ご協力をいた
だき開催できることに心より感謝申し上げます。
　本年も５月５日のこどもの日に峰塚公園並びに LIC はびきのにおいて、「Have a 
good day ！」をテーマに、老若男女問わず来場して頂いたすべての人に「素敵な一日」
だったと思ってもらえるような企画をしております。
ご家族・お友達をお誘いあわせの上、ぜひ、多くの市民の皆様のご来場を実行委員会
一同、心よりお待ち申し上げます。

第４8 回はびきの市民フェスティバル
実行委員長　髙橋　功

●はびきの市民フェスティバルは、各種団体・学生によるボランティアで運営しています。
●峰塚公園、峰塚公園管理棟周辺に駐輪しないでください。LIC はびきの北側の駐輪場をご利用ください。また、公園内は歩行者の安全のため自転車の進入を禁止し
ています。
●峰塚公園内に駐車場はありません。市役所・古市駅西駐車場・はびきのコロセアム・陵南の森に駐車場を設けていますので、お車でご来場の方はそちらでシャトル
バスに乗り換えて、ご来場ください。

（古市駅西駐車場は有料、はびきのコロセアム駐車場は２時間を超えると有料）駐車はできませんが、車イス専用の乗降場を設置しています。
●パビリオンブースでのアルコールの販売・提供ありません。また、会場内は飲酒禁止となりますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
●会場内では、市広報紙や市民フェスティバルのポスターへの掲載、また、インターネット配信等をするために、市職員や実行委員が写真や動画の撮影を行います。

実行委員

注意事項

大会会長
山入端創
羽曳野市長

実行委員長
髙橋功
(一社 )羽曳野藤井寺
青年会議所

はびきの市民フェスティバルは皆様のご協賛により成り立っています。
多くの企業・団体様よりご協賛いただき、実行委員会一同、心より感謝を申し上げます。

問合せ：市民協働ふれあい課

第48回　はびきの市民フェスティバ第48回　はびきの市民フェスティバルル
メインステージ
メインステージ

警察・消防・自衛隊
警察・消防・自衛隊ブースも！ブースも！

こども屋台！
こども屋台！こどもランド！
こどもランド！

メインステージ
プログラム

9：00 ～

オープニングセレモニー

9：40 ～

ヒーローステージショー

10：15 ～

チアリーディング

10：40 ～

吹奏楽演奏

11：05 ～

太鼓演奏

11：25 ～

環境ステージ

11：35 ～

新極真カラテ演舞

12：00 ～

ダンス！ダンス！ＤＡＮＣＥ！！

12：55 ～

太鼓演奏

13：15 ～

○×クイズ大会 ( 参加賞あり )

13：50 ～

ヒーローステージショー

14：30 ～

少年少女合唱

14：50 ～

お掃除タイム

14：55 ～

大抽選会

15：30　　終了予定 ※大抽選会の抽選券の配布（12：30～）はなくなり次第終了。
※プログラム、内容、および時間は変更となる場合がございます。
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街かどから・・・

「羽曳野のおいしい水」デザイン表彰式
　新しいボトルドウォーターが出来
ました。四天王寺大学・短期大学部
の協力のもとで、デザインを決定し
作成しました。
社会学部社会学科の松田　美咲さん

（写真）の作品を採用し、2 月 5 日
に最優秀賞・優秀賞の表彰を行いま
した。この新しいボトルドウォーターは、これからのイベント等で
配布いたします。

氏名(敬称略) 学校名

市長賞 枝連 さわ 高鷲南中学校
磯野 星奈 高鷲南小学校

教育長賞
吉田 悠莉 高鷲南中学校
坂田 莉央香 恵我之荘小学校

審査員特別賞
有木 紗綾 高鷲南中学校
小池 奏斗 白鳥小学校

お別れソフトボール＆キックベースボール大会
　3月２日、羽曳野市こども会育成連絡協議会主催お別れソフトボール
&キックベースボール大会が埴生南小学校グラウンドで開催されました。
ソフトボールでは５つのこども会に所属している６年生から構成された
２チームが参加しました。キックベースボールでは羽曳が丘ハビッキー
ズが優勝、グリーンハイツUnionAが準優勝となりました。

猟友会支部長表敬訪問
　３月 11 日、大阪府猟友会羽曳野
支部支部長の阪口　顕氏が、市長を
表敬訪問されました。阪口氏は長年
にわたり「野生鳥獣の保護及び管理
並びに狩猟の適正化、事故の防止」
に尽力され、その功績が特に顕著で
あると認められ、大日本猟友会設立８５周年記念にあたり環境大臣
より表彰（感謝状）されました。

第 79 回国スポ冬季大会　アイスホッケー　ベスト４
　本市在住の高校２年　仲

なか
村
むら

　仁
よし

裕
ひろ

さんが 2 月 3 日から岡山県ヘルスピ
ア倉敷アイスアリーナで行われまし
た第79回国民スポーツ大会冬季大会
アイスホッケー競技において大阪代
表として出場されベスト４の成績を
収められました。
大会ではキャプテンも務められ、活躍されました。

オーストラリアで開催された水泳大会に出場
　昨年 12 月にオーストラリアで
開催された水泳大会「2024 第 21
回 JSCA クイーンズランドスイミ
ングチャンピオンシップ」に、本市
在住の中学1年生、池田琉愛さん
が出場され、50 ｍ平泳ぎ・100 ｍ
平泳ぎで準優勝、200 ｍフリー
リレーにて優勝の成績を収められました。
池田さんは「第 47 回 全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会」（3 月 26 日から開催）にも出場し、優秀な
成績を収められました。

羽曳野市小学校・中学校学校給食献立コンテスト結果
　3月27日、学校給食献立コンテスト受賞者の小学生、
中学生のみなさんが市役所を訪問してくださいました。
市教育委員会では、市立小・中・義務教育学校に通う
児童生徒を対象に各校を通じて募集を行い、小417点、
中414点の応募がありました。
受賞者6名の献立は今年度の学校給食に採用されます。

ソフトボール

3月19日 市役所にて

百歳花束の贈呈
　３月 17 日、26 日、27 日に、山入端市長が市内在住の百歳を
迎えられた方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈呈しました。
これからもお元気で健康な日々をお過ごしになりますようお祈りい
たします。
※訪問に際しては、手指消毒や感染防止対策を徹底しています。

藤本　榮 様

佐々木　節子 様 上原　マキ子 様

松　　文枝 様

土川　　　を 様 松倉　君子 様

キックベース
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子 育 て ・教 育  

英語ドリーム・フェスティバル2025　参加者募集
昨年度大盛況だった「英語のシャワーをあびる日」にあなたも参加しませんか？　羽曳野市の
ネイティブの先生６人が、楽しいゲームやアクティビティなど楽しい３時間を用意しています。英
語がにがてな人も、使ってみる、しゃべってみるチャンスです。市立学校の 5・6 年生は誰でも
無料で参加できますので、どちらかの日を選んで申込書でお申し込みください。なお、今年度
の会場は白鳥小学校です。昨年度同様、送迎もいたします（詳しくは申込書をご覧ください）。
■■とと■■きき  きき7 月 23 日㈬・24 日㈭　■■受受■■付付  込込5 月 23 日㈮～ 6 月 13 日㈮※㈯㈰除く
■■申申■ ■ 込込込込 後日公開の申込書の QR コードを読み取っていただき、申込フォームより申込ください。
※希望者多数の場合は抽選。問問
■■問問  問問学校教育課

令和７年度 就学援助
経済的な理由により、市立小・中・義務教育学校にお子様を就学させることが困難な保護者
に対して、学用品費などの一部を援助します。
【一斉受付期間・受付時間】  5 月 1 日㈭～ 30 日㈮ ※㈯㈰㈷除く　9:15 ～ 17:00
※一斉受付期間終了後に申請した場合、援助費は減額されて支給されることになります。
【受付場所】
児童生徒の在籍小 ･ 中・義務教育学校または学校教育課（市役所別館３階）
※オンライン申請も可能です。詳細は市ウェブサイトをご覧ください。（ただし学校諸経費の
滞納がある方はできません。）
≪期間中に申請できなかった方》
令和 8 年 2 月 27 日㈮まで随時受付。ただし、支給額は申請月によって減額されます。

（注）毎年申請が必要です。過去に認定を受けた方も、令和7年度に受給をご希望のかたは申請してください。
（注）詳しい内容については、４月に学校で配布された「令和 7 年度就学援助制度について【お
知らせ】」をお読みください。
■■問問  問問学校教育課

たかわしこどもまつり
舞台や模擬店、移動動物園など子どもが楽
しめるイベントがあります。
■■とと■■きき  きき6 月 1 日㈰ 9:30 ～ 14:30
■■場場■■所所 所高鷲学園・高鷲保育園　園庭
■ ■ ￥￥￥￥ 参加協力券 ( 大人 :200 円・学生 ( 中高
生 ):200 円、こども :100 円 )
■■問問  問問高鷲保育園　☎ 953-3883

閉園した西浦幼稚園の見学会

昨年度末で閉園した園の見学会です。懐か
しい思い出に触れる最後の機会です。ぜひ
ご参加ください。
■■とと■■きき  きき5 月 24 日㈯ 9:30 ～ 11:30
■■場場■■所所 所西浦幼稚園　■■申申■ ■ 込込込込 不要
■■問問  問問こども保育課

ひとり親家庭の親等のための
就業支援講習会

各種講座詳細については、大阪府立母子・
父子福祉センターのウェブサイトにてご確
認ください。
■■対対■■象象 所 ひとり親家庭の母、ひとり親家庭の
父、ひとり親を経た寡婦の方
■■申申■■込込■■資資■■格格  きき求職中の方又は就業中でスキル
アップのため資格取得を目指している方
※応募者多数の場合は抽選となります。込込
■■問問  問問大阪府立母子・父子福祉センター
母子家庭等就業・自立支援センター
☎ 06-6748-0263　FAX06-6748-0264

＜ウェブサイト＞ ＜申込フォーム＞

令和７年度子どもの居場所づくりに
取り組む団体の募集について

本市では生活困窮家庭等の子どもを対象
に、子どもの居場所づくりとして、生活支
援、学習支援に取り組んでいる地域団体に
対し、運営経費の一部を支援する事業を実
施します。
補助対象者、補助対象事業の要件等につい
ては、詳しくは市ウェブサイトまたはこど
も家庭支援課までお問合せください。
■■問問  問問こども家庭支援課
　5月1日㈭～ 5月 30 日㈮
　9:00 ～17:30 ㈯㈰㈷を除く
☎ 072-956-1000

ひとりじゃないよ！ いっしょに育とう

　～こども・若者が輝き、未来への夢と安心をはぐくむまち、はびきの～

第3期はびきのこども夢プランを策定しました

すべてのこども・若者が、豊かな愛情のもとで、一人ひとり自分らしく生きることができ、身体的・精神的・

社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる「こどもまんなか社

会」の実現に向け、こども・若者、子育て支援の総合的・計画的な推進を図るため、「第３期はびきの

こども夢プラン」を策定しました。

■ ■ 問問問問 こども政策課　メール : kodomoseisaku@city.habikino.lg.jp

家庭や学校、地域、事業者等の多様な主体がこども・若者の育ちを支え、その育ちを通じて大人も一緒
に成長できる地域社会を形成し、未来を担うこども・若者が、夢や希望を持ち、笑顔で安心して過ごす
ことができるまちをめざします。
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就学前の子どもが集まる「みんなの広場」や、「年齢別広場」、「双子、年子の広場」、
一日開放の「フリーデー」等があります。
詳しくは、センターニュース「てとてと」に掲載していますのでウェブサイトをご覧ください。

« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター いちご
ぶどう
ばなな

0 歳児（令和 6 年 4 月 2 日生まれ～）
1歳児（令和 5 年 4 月 2 日～令和 6 年 4 月1日生まれ）
2・3 歳児（令和 3 年 4 月 2 日～令和 5 年 4 月1日生まれ）

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

NPO 法人 南河内こどもステーション 子どもも大人もどうぞ !! 市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。

【農業体験「いちご狩り」】3 日 ( 土・祝 )　10:00 ～ 13:00　■■場場■ ■ 所所所所 れんげ農場　

【おやおやくらぶ】2 日㈮　絵本の読み聞かせなど　　23 日㈮　おしゃべりサロン

【みんなの食堂】毎週㈮ 17:30 ～ 19:30・毎週㈯ 11:00 ～ 13:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【みんなの居場所】㈪～㈯ 10:00 ～ 16:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【一時保育（要登録）】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷ 時間外応相談）　■■￥￥   象象乳幼児 1 時間 500 円～
【やってみようくらぶ】毎週㈯思考力・図工・英語・パソコンクラブ (23 日㈯ 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう )

【かわいい習字教室】 毎週㈮ 16:30 ～ 17:30 文字や絵など習字を学ぼう ( 毛筆・こう筆 )　【こども手編み教室】第 3 ㈪ 16:00 ～ 17:00

◆乳幼児健康診査（場所：保健センター）
対象児に個別通知します。
健診日 2 週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

お母さんと乳幼児 こども家庭支援課 母子保健担当     ☎ 072-956-1000

◆初回産科受診料支援事業
妊娠の判定を受けるために産科医療機関を初回受診した際の費用の一部を公
費で助成します。
■■対対■■象象 象羽曳野市に住民登録をしている市民税非課税世帯または生活保護世帯に
属する方
助成額：1 回の検査につき上限 1 万円

種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

5 月 16 日㈮ 令和 7 年 1 月 1 日～ 16 日
5 月 30 日㈮ 令和 7 年 1 月 17 日～ 31 日
6 月 13 日㈮・27 日㈮ 令和 7 年 2 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 26 日㈪・27 日㈫ 令和 5 年 10 月生まれ
6 月 23 日㈪・24 日㈫ 令和 5 年 11 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

5 月 20 日㈫・21 日㈬ 令和 4 年 11 月生まれ
6 月 17 日㈫・18 日㈬ 令和 4 年 12 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 13 日㈫・14 日㈬ 令和 3 年 11 月生まれ
6 月 3 日㈫・4 日㈬ 令和 3 年 12 月生まれ

◆妊婦歯科健康診査　
■■対対■■象象 象妊婦 ( 妊娠週数 16 ～ 27 週に受けることが望ましい )

◆マタニティ交流会 ※予約制 (WEB 申込可 )
■■とと■■きき  象象6 月 16 日㈪ 14:00 ～ 16:00  
■■対対■■象象  象象妊娠 36 週未満の妊婦さん ( 妊娠 36 週以降の方はご相談
ください ) ※上の子の保育なし

＜申込フォーム＞

◆マタニティスクール ※予約制 (WEB 申込可 )
■■とと■■きき  象象5 月コース：① 5 月 9 日㈮ ② 17 日㈯ ③ 28 日㈬
■■対対■■象象 � �象象象象初産婦さん・3 回参加可能な方が優先です。

＜申込フォーム＞

◆はじめての育児交流会 ※予約制 (WEB 申込可 )
■■とと■■きき  象象5 月 28 日㈬・6 月 16 日㈪ 14:00 ～ 16:00 
■■対対■■象象  象象生後２カ月頃～４カ月健診までの赤ちゃんとご家族　

＜申込フォーム＞

乳幼児健診およびマタニティスクールなどの日程→

子育て支援センターふるいち　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

子育て講座
「子どもの世話と遊び」　5 月 23 日㈮　10:00 ～ 11:30　　申込 :1 日㈭～ 13 組 ( 保育は生後 5 カ月～ )　電話か窓口
対象 : 就学前の子どもとその保護者、ファミリー・サポート・センター会員、一般参加希望の方

あそびの広場 「ピアノをたのしもう」　5 月 20 日㈫　　申込 : 受付中　電話か窓口

『子どもが大好きな方へ』子育て応援ボランティア募集中！
空いている時間に、保育施設への送迎や短時間の預かりなど、子育てのお手伝いをしてくださる有償ボランティアさんを募集しています。
あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけませんか？年齢・資格は問いません。報酬　700 円∼ /1 時間。
■■問問 はびきのファミリー・サポート・センター ( 子育て支援センターふるいち内 ) ☎ 072-956-4943

子育て支援センターむかいの　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

子育て講座
「歯っぴーキッズ　5 月 28 日㈬　10：00 ～ 11：30
申込：1 日㈭～　15 組程度 ( 保育は生後 5 カ月～ )　電話か窓口　
対象：就学前の子どもとその保護者

  << 子育てに苦しさを感じている親のための「ＭＹ ＴＲＥＥ　ペアレンツ・プログラム」受講者募集！>>
 「子育てがつらい」「子どもに暴言、暴力、無視を繰り返してしまう」「体罰以外のしつけと方法がわからない」「自分を変えて、安心な家庭を作りたい」そんな
あなたを大切にするプログラムです。参加者の秘密は厳守されますので、安心して参加してください。
 ■ ■とととと■■きき  象象6 月 3 日～ 9 月 16 日までの毎週火曜日および 12 月 9 日㈫と 3 月 10 ㈫の全 17 回　10:00 ～ 12:00　■■定定■■員員  所所10 人※保育あり( 無料、要予約 )
 ■ ■場場場場■ ■ 所所所所 富田林市立多文化共生・人権プラザ（ＴＯＮＰＡＬ）　■■申申■ ■ 込込込込 5 月 7 日㈬～　 ■■￥￥ 無料
 ■  ■ 問問問問問問（一社）富田林市人権協議会　☎ 0721-24-3700 ＦＡＸ 0721-25-5952 メール：wakaichi@luck.ocn.ne.jp（先着順）※参加者は面接により決定。
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児童虐待の疑いなど‟おかしい”と思ったら
■■とと■■きき ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子育て電話相談［子育てで気になること］
■■とと■■きき  きき平日・㈯ 13:00 ～ 17:00
■■場場■ ■ 所所所所 NPO 法人南河内こどもステーション
■■問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-1114

21 時まで子育て相談を受ける窓口
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く申申
■■申申■■込込 �市ウェブサイトの予約フォーム
から希望日時を予約

こども家庭支援課 家庭児童相談担当　☎ 072-956-1000

つどいの広場事業（5 月）公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局072］ あそびにおいでよ！ようちえん《5月》

古 市 幼 稚 園［958-3359］ ■■未未 26 日㈪ 13：３０～１4：３０( 古市幼稚園で実施 )古市南幼稚園［958-7616］
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ ■■未未 20 日㈫９：３０～１０：３０
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ ■■未未 9 日㈮、19 日㈪ 13：30 ～ 14:30
埴生南幼稚園［957-0212］ ■■未未 16 日㈮ 13：30 ～ 14:30
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ ■■未未 14 日㈬ 9：30 ～ 10：30
高鷲南幼稚園［955-1624］ ■■未未 12 日㈪ 13：00 ～ 14：00
こども未来館たかわし［955-0730］

■■園園  園園毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向野こども園［953-2071］
下 開 保 育 園［958-3318］
軽 里 保 育 園［958-3338］
はびきの保育園［958-3328］
■■園園＝園庭開放　■■未未＝未就園児教室　■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・上靴 ( 幼稚園のみ )
■■対対■■象象  象象未就園児と保護者
※中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

手をつなぐ子育て くるみ共同保育園
（社会福祉法人 あすなろ）
壺井 508-1　☎ 072-957-3282
FAX 072-958-4089　申込：電話

【親子リズム遊び・親子リズム学習会】
21 日㈬ 10:00 ～ 11:00　申込：電話
●親子リズム遊び
対象：2 ～ 6 歳　定員：10 組
持物：着替え、タオル、水筒
●実践で学ぶリズム学習会
対象：保育者、リズム遊びに興味のある方
定員：5 名

【園庭開放】
毎週㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
子育て相談を随時行っています。

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22 ☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【こどもの日制作】2 日㈮
【母の日制作】9 日㈮
【ポップコーンを作って食べよう】16 日㈮
【カラーボールで遊ぼう】23 日㈮
いずれも 10:00 ～ 12:00

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高 鷲 保 育 園［953-3883］ 毎週㈪～㈮10:00 ～12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 2・4 ㈯10:00 ～11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 第1㈫10:00 ～11:00 ※要予約
認定こども園誉田保育園［958-2525］31日㈯10:00 ～11:00 ※雨天中止
郡戸こども園［938-5280］ 第 2 ㈫10:00 ～11:00 ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭14:30 ～15:45 ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］ 毎週㈫・㈮10:00 ～11:00
あおぞらこども園［950-1105］ 第 4 ㈬10：00 ～11：00　※雨天中止
ベビーハウス社協［930-0240］ 15 日㈭10：00 ～11：00
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。

病後児保育（0 歳～学童）　とと

利用時間
8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問 �NPO 法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園
　 （向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

四天王寺悲田院 地域子育て支援センタ
ーぼのぼ　学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517 FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
【 0 歳 サロン】 14日㈬
10：30～11：30
【1 歳親子教室】 21日㈬
【2・3歳親子教室】 28日㈬
【すこやか広場】 30日㈮

10:30
～

11:30
※予約不要、ご自由にご参加ください。
【赤ちゃん広場】 12日㈪・26日㈪
10：30～11：30
【お絵描きの日】 16日㈮
汚れてもいい服でお越しください。
【リズ ム の 日 】 23日㈮

10:00
～

11:00

㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受け付
けております。

子育て広場にお子さまと一緒に遊びに来ませんか？
絵本の読み聞かせ・おままごと・季節の工作・園庭遊び等をしながら楽しい時間を過ごしましょう。
保育士、臨床心理士、社会福祉士に子育てに関するさまざまな相談もできます。
■■とと■■きき 5 月 20 日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■場場■ ■ 所所所所 羽曳野荘多目的ホール　■■￥￥ 無料
■■問問 児童養護施設羽曳野荘　中條・西岡　☎ 072-956-2102 NPO 法人 サポートネットワークぬくもり

あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016 FAX 072-937-5716

あいあいルーム　5月
【えほん・あらかると】
13 ㈫ 10:30 ～ 11:30
【ホップ・ステップ・リトミック】
27 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【就労相談（子育て中の再就職）】
第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
【子育て何でも相談】
平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

子育て世帯訪問支援事業
家事・子育てに不安や負担を抱える子育
て家庭、妊産婦などに対して訪問支援員が
居宅を訪問し、家事・育児を支援するサー
ビスです。
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●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-958-8653㈮休館〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館　　　　　　　　☎072-957-5553
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210㈫㈭㈯の13:30～16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）

羽曳野市立図書館
ウェブサイト

おはなし会ボランティア入門講座（全４回）
日時　6 月 4 日・11 日・18 日・
　　　7 月 2 日㈬  10:15 ～ 12:00
　　　※ 4 回連続講座です
場所　中央図書館　多目的室
講師　羽曳野市子ども文庫連絡会・
　　　おはなしの森の皆さん
定員　10 人（先着順）
対象　おはなしボランティアに関心のある

大人の方なら、どなたでも参加できます
申込　図書館ウェブサイト・中央図書館にて

受付中（電話可）
　　　※定員になりしだい締め切ります

◇第12 回  大人のおはなし会
日時  6 月 14 日㈯ 14:00
場所  陵南の森公民館  2 階視聴覚室
内容  「老いるということ」ほか
出演  おはなしボランティアグループ「はびきの」
事前申し込み不要、入場無料

雑誌スポンサー募集中！
市立図書館では、令和７年度の雑誌スポン
サーとなってくださる企業、商店、団体を
募集しています。スポンサーになると、その
雑誌にスポンサー名と広告をつけることが
できるなどの特典があります。
期間  令和 7年7月1日～令和 8 年 6月30 日

（年度途中での申し込みも随時受付）
募集要項その他の詳細は、図書館ウェブ
サイトをごらんください。

おはなし会（5 月） 今月の特集テーマ

中央図書館

 3 日㈯　17 日㈯ 11:00 ～ 一般 ゴールデンウィークにやってみたいこと
児童 おでかけしよう！

 11 日㈰　25 日㈰ 14:00 ～ 特集1 あなたの「はじめての本」教えて
特集2 おかあさん

 17 日㈯ 15:00 ～ 特集3 歴史とミステリーと池波正太郎

陵南の森図書館

 4 日㈰　11 日㈰ 11:00 ～ 一般 昭和  おぼえていますか？
 17 日㈯ 15:00 ～
 ※18 日㈰ （小さい子向け） 11:00 ～ 児童 たんじょうびの本
 ※18 日㈰ （少し長いお話を聞ける子向け） 11:30 ～

東部図書館  14 日㈬ 10:30 ～ グリーン　　グリーン
羽曳が丘図書館  10 日㈯　17 日㈯ 11:00 ～ 明日も頑張ろう

古市図書館 定例のおはなし会はありません 一般 “写真”の本
児童 きょうりゅう展

丹比図書館  24 日㈯ （休館日ですが、おはなし会は実施します） 10:30 ～ こどもの日・母の日、ついでに父の日

こどもの本ゆずります！ PASS THE BOOK FES
日時  5 月 18 日㈰ 10:30～12:00（未就学児とその保護者） 11:00～12:00（小学生～高校生） 13:30～15:00（どなたでも可）
場所  陵南の森総合センター  2 階研修室 1・2
4月19日㈯～5月18日㈰の期間に、陵南の森図書館で資料を 3 点以上借りると交換券をお渡しします。
交換券 1 枚で本などの資料を 1 点お持ち帰りいただけます。
※11:00 からおはなし会を開催します。交換券がなくても、おはなし会のみの参加もできます。どうぞお越しください。
※ご家庭にご不要の子どもの本がありましたら、お近くの図書館までお持ちください。イベントなどで活用させていただきます。
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市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を行うため、下記のとおり休館させていただきます。休館中の本の返却はブックポストにお願いします（CD・DVD等は入れないでください）
①中央、古市図書館の休館　5月20日㈫～23日㈮、5月28日㈬～30日㈮　　②陵南の森、羽曳が丘、丹比、東部図書館の休館　5月24日㈯～30日㈮
③ブックステーションはびきのコロセアムの休館　5月29日㈭

※返却期限日が蔵書点検期間中にあたる場合は3週間の貸出となります。　 ※5月28日㈬はシステムメンテナンス実施のため、ウェブサービス・電子図書館も休止となります。

【蔵書点検にともなう休館のお知らせ】

～図書館で映画を楽しもう～『わくわくドキドキ★ムービーシアター』
日時  5月25日㈰ 14:00～　　場所  LICはびきの映像セミナー室　　上映作品  『サブウェイ123激突（吹替版）』
申込  5 月 1 日㈭～ 5 月 24 日㈯までに中央図書館へ来館、電話（950-5501）または図書館ウェブサイトにて受付

（図書館利用カードが必要です）　※下記の休館日にご注意ください。

※陵南の森図書館5月18日㈰のおはなし会は、「こどもの本ゆずります！PASS THE BOOK FES」会場にて実施します。
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市役所保険年金課　☎072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

皮膚のできもの「粉瘤」について皮膚のできもの「粉瘤」について

皮膚にはさまざまなできものができますが、その
うちの一つに粉瘤があります。粉瘤は皮膚に袋状の
構造物ができ、その袋の中に角質や皮脂といった
いわゆる皮膚の垢がたまって徐々に大きくなっていく
良性の皮下腫瘍です。背中や顔、首にできることが
多いですが、全身のどこにでもできます。

腫瘍の中央に小さい穴があることが多く、そこで
皮膚の外と腫瘍内部がつながっています。多くの
場合、症状はありませんが、袋が部分的に破れて
炎症を起こすと、赤く腫れて痛みを伴います。中央
の穴から匂いの強い粥状の内容物がでてくることも
あります。粉瘤はニキビと異なり自然治癒することは
なく、治療としては手術で袋を取り除くしかありません。

粉瘤は10 人に1人くらいはもっていると言われる
ありふれた皮膚良性腫瘍です。皆さんも皮膚を観察
してみて、粉瘤に限らず何か皮膚のできものがあれば
一度皮膚科や形成外科へ相談されてもよいかもしれ
ませんね。

はしむらクリニック　橋村正哉

老齢基礎年金は受給資格期間が
10年以上あれば受給できます！

◆老齢基礎年金の受給資格期間について
老齢基礎年金を受け取るためには、保険料納付済
期間（厚生年金保険や共済組合等の加入期間を
含む）と保険料免除期間などを合算した資格期間
が10 年以上必要です。
また、サラリーマンや公務員として厚生年金や
共済組合等に加入した期間や、専業主婦（主夫）
として国民年金に加入していた期間も、老齢基礎
年金の計算に含まれます。

◆老齢基礎年金の受給には請求手続きが必要です！
老齢基礎年金を受け取るためには、年金の請求
手続きが必要です。
受給権が発生する年の誕生月の約３か月前に、
日本年金機構または共済組合等から「年金請求書」
が届きますので、各提出先にてお手続きをして
ください。

国民年金基金について

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

自営業者やフリーランスなど国民年金の第１号被保険者の方々が
安心して老後を過ごせるように、老齢基礎年金（国民年金）にゆとりを
プラスする公的な年金制度です。詳しくは、下記までお問合せください。

【問合せ先】全国国民年金基金　近畿支部　 ☎ 0120-65-4192

国民年金の定額保険料に加えて付加保険料（月額400円）を納めること
により、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。

■納付できる方
・国民年金第1号被保険者（産前産後免除期間も納付可能）
・任意加入被保険者（65 歳以上の方を除く）
※申出月からの加入となり、遡って加入はできません。
※個人型確定拠出年金は限度額があります。納付額によっては、付加

保険料と併用できない場合があります。
■納付できない方

・国民年金保険料の納付を免除されている方
・国民年金基金の加入員である方

■付加年金額　「200 円×付加保険料納付月数」
例）付加保険料を10 年（120 月：保険料 48,000 円）納めた場合、

120 月×200 円＝24,000 円（年間受給額）が老齢基礎年金額に
プラスされます。

２年以上受け取ると支払った付加保険料以上の年金を受給できます。
【届出先】 年金事務所  または  保険年金課  年金担当

付加年金について

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※自動音声による案内。（⑤で所員が対応。） 

日本年金機構
ウェブサイト⇒

未病とは

東洋医学の考え方にある「病気ではないけれど、

病気に向かいつつある状態」のこと。

胃腸不振や長引く疲れなどの症状が当てはまり

ます。病気に進行してしまう前に、原因を調べてケア

することが大切です。

小児鍼・健康はり体験会

Q ＆ A も随時行います

と　き　5 月 22 日㈭　13:30 ～15:00

場　所　保健センター2 階  予防接種ホール

対　象　乳幼児・成人

申　込　当日会場にて

問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
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肝炎ウイルスに感染すると、肝臓の細胞が壊れていきます。
さらに進行すると慢性肝炎、肝硬変や肝がんに至ることがあります。
肝臓は沈黙の臓器といわれ、感染していてもほとんど症状がありま
せん。
40 歳以上で今まで肝炎ウイルス検査を受けたことがない方は、5月
から始まる特定健診等と同時に検査できますので、ぜひ検査を受け
ましょう。（受け方などはウェブサイトで確認ください）

健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660( 直通 ) 市役所1階⑥番窓口
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

がん集団検診（予約制）　5 月～ 7 月分の申込受付中

ウェブ申込（期間限定）：6 月 12 日㈭まで
来所 ( 市役所 1 階⑥番窓口 )・電話申込：随時受付中
その他の日程、検診についての詳細は、

「令和 7 年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照。
胃がん検診 /肺がん検診（結核健診含む）/大腸がん検診 (集団検診 )
■■対対■ ■ 象象象象 1986 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥ 無料
※ 65 歳以上の人は、年 1 回結核健診を受けることが法律で義務付けられてい　　　　　　　 
ます。ただし、他に受診機会のある方は受ける必要はありません。
［保健センター］ 5 月 8 日㈭・15 日㈭・19 日㈪・23 日㈮　　6 月 5 日㈭・11 日㈬
［ 陵 南 の 森 ］5 月 28 日㈬ ［石川プラザ］5 月 29 日㈭
［市役所別館］6 月１日㈰ ［コロセアム ］ 6 月 9 日㈪
［モモプラザ］6 月 26 日㈭

乳がん検診 /子宮がん検診（集団検診）対対
■■対対■■象象   象象【乳がん】1984 年以前の西暦偶数年生まれの女性 
    　 【子宮がん】2004 年以前の西暦偶数年生まれの女性
■■￥￥   象象【乳がん】1,000 円 (1984 年生まれと生活保護受給者 ( 当日受給証明書が必要 ) は無料）　 
    【子宮がん】無料
※受診券 ( オレンジ色もしくは黄色のハガキ ) は令和 7 年 3 月下旬に発送しています。お手元
にない方は健康増進課までご連絡ください。
※ 80 歳以上で乳がん・子宮がん検診を希望される方は健康増進課までご連絡ください。
［保健センター］5 月 12 日㈪、7 月 3 日㈭ ［陵南の森］ 6 月 19 日㈭

がん検診

＜申込フォーム＞

申込フォーム→

受けよう！肝炎ウイルス検査！

■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料
■■対対■■象象  �所所羽曳野市民
【医師講座】
骨粗しょう症予防
■■とと■■きき   象象6 月 25 日㈬ 14:00 ～ 15:30
　　 （13:45 から受付）
■■講講■■師師   象象  木下 明彦 医師（羽曳野市医師
会 きのした整形外科）
■■持持■　■　物物物物 筆記用具
【歯科講座】
歯周病予防
■■とと■■きき   象象6 月 20 日㈮ 10:00 ～ 11:30
　　（9:45 から受付）
■■講講■■師師   象象歯科衛生士
■■持持■　■　物物物物 筆記用具・使っている歯ブラシ
【栄養講座】
骨粗しょう症予防
■■とと■■きき   象象6 月 27 日㈮ 10:00 ～ 11:30
　　 （9:45 から受付）
■■講講■■師師   象象管理栄養士　※試食あり
■■持持■　■　物物物物 筆記用具・手拭きタオル
【運動講座】
■■とと■■きき   象象象象
ヨガ 5 月 13 日㈫
肩こり・腰痛予防 5 月 27 日㈫
■■時時■■間間 10:00 ～ 12:00

（9:30 から受付）　
■■講講■■師師   象象健康運動指導士（医療法人はぁ
とふる Eudynamics ヴィゴラス）
■■持持■　■　物物物物 筆記用具・タオル・水分
※詳しくは、市ウェブサイト参照。

学ぶで～健康教室
　　　　　（予約制・随時受付中）

城山病院　出張市民セミナー

もの忘れあきらめていませんか？とと
■■とと■ ■ きききき 5 月 23 日㈮　１４:00 ～ 15:00きき
■■場場■ ■ 所所所所 LIC はびきの 2 階 中会議室 B
■■内内■ ■ 容容容容 医師による認知症関連の講演と言語聴覚士による脳     
トレーニング
■■講講■ ■ 師師師師 島野裕史医師、後藤敢言語聴覚士
■■対対■■象象どなたでも　■■定定■ ■ 員員員員 先着 30 名　■■￥￥  無料
■■申申■ ■ 込込込込 ☎ 050-1725-4840象象
■ ■ 問問問問 医療法人春秋会 城山病院　☎ 072-958-1000 長崎

5月 31日は世界禁煙デー、5月 31日から 6 月 6 日までは禁煙週間です。
この機会にたばこについて考えてみましょう。
羽曳野市の公共施設などの敷地内禁煙の情報はウェブサイトをご覧ください。

なくそう！望まない受動喫煙～マナーからルールへ～　　

大阪府ギャンブル等依存症対策基本条例では、広く府民の皆様のギャンブル
等依存症問題に関する関心と理解を深めるため、毎年５月を「ギャンブル等
依存症問題啓発月間」としています。

「ギャンブル等依存症問題啓発月間」　
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 ◆予防接種◆

藤井寺保健所からのお知らせ 藤井寺市藤井寺 1-8-36　☎ 072-955-4181　

休日急病診療所（内科・小児科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
［ 診 療 日 ］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］10:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

［ 診 療 日 ］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］18:00 ～22:00（受付17:30 ～21:30）

※ 8 時（夜間診療は15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている場合
は休診、8 時（夜間診療は15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。
※受診時はマスクを着用ください。 　※各種医療証（こども医療証など）は必ずご持参ください。

小児救急電話相談　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）　☎06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話） ☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）

※来院時は、必ず事前にお電話ください。

平日の問合せ先　☎ 072-947-3660（健康増進課）

大阪はびきの医療センター
府民公開講座「羽曳野からだ塾」

「最近の糖尿病治療について」と題し、国が重要疾患
のひとつとして位置づけている糖尿病の最新情報につ
いて、分かりやすく丁寧にお話しいたします。

【テーマ】　「最近の糖尿病治療について」
①「糖尿病　古今東西」
糖尿病・内分泌内科　主任部長　樫根 晋氏
②「知っていますか？あなたのくすり」
薬局　薬剤師　日本糖尿病療養指導士　松岡 里枝氏
③「糖尿病と上手に付き合う食事のコツ」
栄養管理室　管理栄養士　日本糖尿病療養指導士　
中村 祥子氏
■■とと■■きき 5月 31日㈯　14:00 ～16:00
■■場場■■所所大阪はびきの医療センター 3 階 講堂間間
■■定定■■員員 150 名　　間間 ■■￥￥  無料
■■申申■■込込 5月 30 日㈮までに、電話または
QR コードより「参加申し込みフォーム」
にてお申し込みください。
＊手話通訳が必要な方は、5月16 日㈮までにお申し
出ください。
＊駐車場無料（駐車券を会場までお持ちください）
■　■　問問問問 大阪はびきの医療センター 事務局 総務グループ
☎ 072-957-2121( 平日 9:30 ～17:00)

5月 28日㈬ 午前中　※要予約

定期健康相談・栄養相談家族で食事を楽しみましょう

毎月19 日は「食育の日」です！

QR コードから食育だよりをご覧いた
だけます。偶数月に発行しています。

　 第２期ジフテリア・破傷風 (DT)
 乳幼児の時に百日咳・ジフテリア・破傷風（DPT）またはジフテリア・
破傷風混合（DT）の第１期予防接種を受けた市民を対象に追加接種を
行います。
対象者：11 歳以上 13 歳未満

（予診票は新小学校 6 年生の 4 月に送付済みです）

　
 

 日本脳炎第２期
対象者：９歳以上 13 歳未満
　※予診票は新小学校４年生の５月中に送付します。
 日本脳炎は国内での報告は非常にまれですが、東アジア・南アジアに
かけて広く分布しています。接種することで日本脳炎の罹患リスクを
減らす効果があります。
接種期間は各予防接種で決められていますので、この機会に接種もれ
がないか、母子健康手帳を確認しましょう。

　 子宮頸がん予防ワクチン（HPV）
【定期接種】
・対象者　：小学校６年生～高校１年生相当の女子
・接種期間：高校１年生相当になる年度の３月末まで
※予診票は新中学１年生の５月中に送付します。
子宮頸がんをおこしやすい種類のウイルス感染を防ぐことができ、子宮
頸がんの原因の 80 ～ 90％を防ぎます。（シルガード９の場合）

HIV・梅毒即日検査（無料・匿名可・予約不要）
梅毒検査は HIV 検査と同時に行う場合無料　
第 2・3 ㈬ 9:30 ～ 10:30
こころの健康相談（無料・予約制）
精神保健福祉相談員、精神科医などが応じます。
医療機関に関する相談（無料）

生活衛生室　☎ 072-952-6165
水質検査（有料・一部予約制）　飲用水、井戸水、遊泳場水、浴場水
腸内細菌検査（有料）　赤痢菌・チフス菌・パラチフス A 菌・サルモネラ属菌
腸管出血性大腸菌 O157 ㈪～㈬ 9:30 ～ 12:00
ぎょう虫卵検査（有料・予約制）　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00
※祝日等で受付のない日があります。詳しくは保健所までお問合せください。

  藤井寺
保健所 HP
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●特定健康診査 ( 特定健診 )：メタボリックシンドローム ( 内臓脂肪型肥満 ) に着目した内容の健診
●後期高齢者医療健康診査 ( 健康診査 )：生活習慣病に加え、加齢に伴う心身の衰え ( フレイル ) などをチェックする健診
〇羽曳野市民健診：特定健診などに追加して血液検査項目などを充実させた健診。特定健診 ( 健康診査 ) などと同時実施となります。
　羽曳野市民健診のみの受診はできません。

＜受診方法＞
特定健診等受診券と保険資格の確認できるもの ( マイナ保険証・被保険者証・資格確認書など ) をご持参のうえ、実施医療機関
にて受診ください。

( ※ 1) 社会保険の方の特定健診自己負担額は、ご加入の保険者にご確認ください。
(※2)社会保険の特定健診では血清クレアチニン・e-GFR・尿酸が基本項目に含まれていませんが羽曳野市民健診で受診可能です。

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関一覧は右のページをご覧ください。( 事前に医療機関へご連絡のうえ、受診してください）

♦♦その他検査♦♦
大腸がん検診・肝炎ウイルス検査は特定健診等と同時に無料で受けることができます。（羽曳野市内の指定医療機関のみ同時実施可能）
※肝炎ウイルス検査は 40 歳以上で今までに受けたことのない方が対象です。

＜問合せ＞　特定健診：保険年金課 ( ☎ 072-947-3605)　市民健診・その他検査：健康増進課 ( ☎ 072-947-3660)

　プレ特定健診のご案内

　４月下旬から以下の方にプレ特定健診受診券ハガキを順次発送しています。生活習慣病の予防のため、年度に１回無料で受診できます。
【対象者】今年度中に 20 歳から 39 歳になられる羽曳野市国民健康保険加入者
【受診開始日】５月７日㈬
【受診時の持ち物】受診券ハガキ・羽曳野市国保資格が確認できるもの（マイナ保険証・被保険者証・資格確認書など）
【実施医療機関】受診券ハガキの裏面をご確認ください。
※ 30 歳から 39 歳の方は、プレ特定健診か人間ドックのどちらか１つの受診となります。

　40 歳から 74 歳で羽曳野市国民健康保険にご加入の方へ

特定健康診査受診券 ( さくら色 ) を順次発送しています。
【自己負担金】なし　【受診開始日】5 月 7 日㈬
※受診の際は、受診券と羽曳野市国民健康保険の資格が確認できるもの ( マイナ保険証・被保険者証・資格確認書など ) の両方を必ず
　ご持参ください。

【問合せ】 保険年金課 保健事業担当　☎ 072-947-3605

　5 月 7 日㈬から健診が始まります！

＜問合せ＞　保険年金課 保健事業担当
　　　　　　☎ 072-947-3605

＋
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人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため、羽曳野市国民健康保険被保険者の満 30 歳以上の方に年度内 1 回
人間ドックの費用助成を行っています。( 自己負担あり )

【対象者】次の①～④の条件をすべて満たしている方
①申請時に羽曳野市国民健康保険被保険の加入届出日より 6 カ月以上経過し、
　かつ受診日も継続して資格を有する方。
②受診時、満 30 歳以上 75 歳未満の方。
③国民健康保険料の滞納がない方。
④年度内に特定健診 ( プレ特定健診 ) を受診されていない方。

＜人間ドック申請から予約までの流れ＞
①助成の申請 ( ※受診後の申請はできません )
以下のいずれかの方法で申請してください。
●オンライン申請
●羽曳野市保険年金課窓口 ( 支所では受付不可 )
※窓口での申請の際は本人確認ができるもの
( マイナ保険証・羽曳野市国保被保険者証・資格確認書・運転免許証など ) が必要。

②人間ドック助成決定通知書の発行
　申請から約 2 週間でお手元に届きます。

③ご自身で人間ドックを予約
　決定通知書がお手元に届きましたら、右記の実施医療機関にてご予約。

④人間ドック受診
　当日は、以下をご持参のうえ受診してください。不足書類などがあると
　受診できません。
　・羽曳野市国保資格が確認できるもの ( マイナ保険証・被保険者証など )
　・特定健診受診券 ( 年度末年齢 40 歳以上かつ受診時に 74 歳以下の方のみ )
　・人間ドック助成決定通知書
　・医療機関から指定された書類など ( 問診票、検査キットなど )

＜実施医療機関一覧＞
【羽曳野市】城山病院、天仁病院、しらとり病
院 ( 旧藤本病院 )

【藤井寺市】青山病院
【富田林市】PL 病院、大阪府済生会富田林病院
【松原市】松原徳洲会病院、阪南中央病院
【柏原市】市立柏原病院
【堺市】ベルクリニック
【大阪市】多根クリニック、聖授会 OCAT 予
防医療センター、大野クリニック、大阪公立
大学医学部附属病院 MedCity21

＜問合せ＞　保険年金課　保健事業担当（内線 1761）

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

江口クリニック 950-5580 ○
江藤クリニック 956-8881 ○

丘の上きのうクリニック 959-3707 〇
おとのクリニック 931-2001 ○

加藤医院 953-5901 ○
亀山医院 957-5330

かわばた医院 950-3700 ○
貴志クリニック 958-9062 ○

きのうクリニック 958-3388 ○
きのした整形外科 950-0787

倉岡医院 954-3294 ○
コープ診療所 938-6226 ○

坂本クリニック 958-7270 ○
しまだクリニック 954-3301 ○

しもと医院 955-1661 ○
しらとり病院 ( 旧藤本病院 ) 958-5566 〇

城山病院 958-1000
高村病院 939-0099 ○

たてやまクリニック 955-3005 〇

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

調子医院 952-3150 〇
土屋医院 957-1001 ○
天仁病院 939-8561

とよだクリニック 976-5865 〇
なわクリニック 958-2014 ○

ぬかた内科クリニック 958-2222 ○
はしむらクリニック 931-2759 〇

埴生診療所 953-0885 ○
はやま内科クリニック 958-1192 ○

ひきまクリニック 950-4880 ○
ひらたクリニック 950-0801 ○

福岡医院 956-3027 ○
ふじもと医院 931-5611 ○

ぶどうの家診療所 950-0155 ○
ふるやまクリニック 955-0188 ○

ますだ整形外科クリニック 957-6815 ○
森クリニック 930-2755 ○

やすだ内科クリニック 931-7777 ○
山田クリニック 953-0121 〇

山本内科クリニック 958-1567 ○

医  療  機  関  名 電 話 番 号

青山病院 953-1211
青山藤ヶ丘病院 931-1100

池田医院 955-0720
うえた内科医院 936-0088

内本外科内科診療所 955-2111
おおかわ整形外科クリニック ( ※ ) 945-2345

数尾診療所 955-4768
可児医院 955-1847

きしだ内科 955-8220
北村外科内科クリニック 938-1700

久保医院 955-1220
黒川クリニック 931-0800

くろだ内科クリニック 936-8810
佐井胃腸科肛門科 937-2029
しかたクリニック 937-2759

白江医院 955-0545
白川医院 955-0703

そごうクリニック 931-0005
竹口クリニック 930-5600

辰巳医院 939-8081

医  療  機  関  名 電 話 番 号

ときよしクリニック 952-8607
鳥居医院 955-0268

永井医院（※） 955-4993
長崎医院 955-7070

中本内科クリニック 952-5181
ナワタクリニック 953-0666

なんぽう腎・泌尿器科クリニック 936-3311
西村クリニック 952-8460

はまぐち内科クリニック 931-2727
平松産婦人科クリニック 955-8881
ふくはら整形外科内科医院 952-8834

藤田内科医院 954-7707
船内クリニック 955-0678

松田医院 939-4307
松田クリニック 931-5551
みつおか医院 955-1206

元村医院 955-0240
森川医院 939-5888

やまどり医院 954-8168

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関 ・○がある医療機関は大腸がん個別検診を同時実施できます。（羽曳野市内医療機関のみ）
・（※）は羽曳野市民健診を実施していません。（特定健診のみ受診可能）

＜羽曳野市の医療機関＞市外局番 072 ＜藤井寺市の医療機関＞市外局番 072

♦♦対象となる 40 歳以上の方へ♦♦
・同一年度内に受診できるのは、特定健診か
人間ドックのどちらか一方です。
・人間ドックは特定健診の検査項目を含むた
め、すでに特定健診を受診された方は人間ド
ックを受けられません。

【検査項目】
●人間ドック基本検査

（身体測定・診察・肺活量・尿検査・便検査・
血液検査・心電図・腹部超音波検査・レント
ゲン検査・聴力検査・眼科検査等）
●オプション検査　※オプション検査のみの
実施はできません。
・脳ドック (MRI・MRA)
・レディースドック ( 乳がん・子宮がん )

↑オンライン申請
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◇笑顔で長生きいただきます講座
管理栄養士による栄養講座を実施します。毎日のお食事を楽しく準備で
きていますか？面倒だから適当に済ませている、毎食変わり映えしない
などお悩みの方必見。高齢期に必要な栄養素を簡単に取り入れることの
できる方法をお伝えします。

【時間】 13:30~15:30　　【対象】おおむね 65 歳以上の市民
【申込】下記期間に会場の生きがいサロンに電話

※応募者多数の場合は抽選。結果は 1 週間前までに送付します。
※試食付きですが、量は多くありませんので、お昼ご飯はしっかり
食べてきてください。

◇高齢者向けスマホ教室
スマホの操作でお困りごとはありませんか？
スマホ所有の有無や機種、携帯会社を問わず、気軽に参加できるスマホ
教室を開催します。

【日時】 5 月 20 日㈫ 13:30 ～ 15:00
【場所】生きがいサロン 6 号館
【内容】LINE やカメラの使い方・QR コードの読み取り方法
【講師】docomo 羽曳野店より派遣　　　
【定員】15 名 ( 先着順 )
【対象】65 歳以上の市民　　　　　　　  
【費用】無料
【申込】電話（生きがいサロン６号館）
※教室では、スマホの営業や販売は行いません。
※受講者の同意が得られた場合に限り、後日アフターサポート等の
　連絡がある場合があります。

◇まちの保健室～高年生きがいサロンで毎月実施～

運動・認知症・栄養・介護についての相談会や講義を実施します。
予約は前月 1 日より受付開始。前日までに各サロンにお申込み。
※のある日は介護相談が可能です。

【対象】おおむね 65 歳以上の市民

日程 時間 場所 定員 講師・内容

個
別
相
談

5 月 13 日㈫・6 月 6 日㈮

13:00 ～ 15:30

2 号館

先着 5 人
(1 枠 30 分程度 )

保健師・管理栄養士が健康相談に関することで
心配なことがあれば個別相談をお受けします。

5 月 16 日㈮・6 月 10 日㈫ 3 号館

5 月 21 日㈬・6 月 19 日㈭ 5 号館

5 月 29 日㈭・6 月 25 日㈬ 6 号館

5 月 20 日㈫※ 14:00 ～ 16:00 3 号館
先着 8 人

理学療法士が病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、
介護の方法等相談をお受けします。6 月 25 日㈬※ 10:00 ～ 12:00 5 号館

講
座

5 月 22 日㈭※
10:00 ～ 12:00

2 号館 ①先着 15 人
②先着 2 人
( 同時開催 )

①「スクエアステップで脳と身体を元気に！」
脳の活性化のための軽い運動と認知症につい
ての講話がある講座です。認知症進行のリス
ク低減を目指しましょう。

②認知症に
ついての
個別相談会6 月 16 日㈪※ 3 号館

地域包括支援課からのお知らせ　☎ 072-947-3822（直通）

日程 場所 申込期間 試食内容

5 月 26 日㈪ ２号館 5 月 1 日㈭
～ 12 日㈪

・電子レンジで
豚キムチ
・甘酒ヨーグル
ト

6 月 2 日㈪ 3 号館

6 月 24 日㈫ 5 号館 5 月 1 日㈭
～ 30 日㈮6 月 13 日㈮ 6 号館

◇認知症サポーター養成講座
認知症サポーターは、認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を
温かく見守る応援者です。受講された方にはオレンジリング（「認知症
の人を応援します」という目印）をお渡しします。

【 日 時 】5 月 27 日㈫　14:00 ～ 15:30
【 場 所 】生きがいサロン 5 号館　　　　  
【 定 員 】先着 15 名　
【 費 用 】無料
【 講 師 】キャラバン・メイト
【 対 象 】市民の方優先（初めて受けられる方）
【 申 込 】電話（地域包括支援課）

◇きらプロ～介護支援サポーター募集～
ボランティア活動を通してポイントを貯めませんか。

「はじめて講座」を受講してからスタートです。
貯まったポイントは翌年度に換金することができます。

【 対　　象 】65 歳以上の市民
　　　        　 介護支援サポーター活動を希望される方

【 活動内容 】市内の介護施設等での軽作業や
　　　　　　  高年生きがいサロンでの運営補助など

【 ポイント 】1 時間１ポイント＝ 100 円（１日上限２ポイント） 
【 講座日時 】5 月 22 日㈭　14:00 ～ 　
【 場　　所 】市役所別館２階研修室
【 問合せ先 】羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315＜オレンジリング＞
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備えよう認知症 広げよう介護予防
地域包括支援課からのお知らせ

認知症の高齢者は増加傾向にあり、厚生労働省によると、 2025 年は 471 万人、団塊ジュニアの世代が 65 歳以上になる2040年には、
584 万人にのぼると推計されています。そのころには高齢者の3人に 1人が認知症かＭＣＩ（軽度認知障害）になると考えられています。

■ＭＣＩをご存知ですか。
　ＭＣＩとは健常な状態から認知症を発症するまでの間の状態と考え
られ、認知症予備軍と言われています。そのまま放置すると約 5 年で
その半数近くが認知症に移行すると言われていますが、この段階で適
切な予防を行うことで、認知症の発症を遅らせることができます。今
回、LIC ウェルネスゾーンのラララサーキットに半年間通った約 100
名を対象に、血液の状態から MCI のリスクを数値化する「MCI スク
リーニング検査プラス」を事業の参加前と後に実施し、MCI リスク値
の変化を検証しました。

ラララサーキットとは ３つのラララサーキットの効果

■半年間通ったら、MCI リスク値が改善しました。
　検証の結果、右の図 1 の通り、「最もリスクの低い状態である A 判
定の方が大幅に増加した」との結果を得ることができました。検査結
果を詳しく分析すると、血管の健全性に関わるタンパク質の改善が顕
著であり、それは筋力トレーニングと有酸素運動であるリズム体操を
同時に行うプログラム内容が、血流改善効果に働き、全身の血管の健
全性を高めた可能性があると考えられます。

図１：総合結果（A・B：低リスク　C：中リスク　D：高リスク）

図２：事業参加前後のリスク値の全体及び年代別推移

図 2 は事業の参加前後で参加者のリスク値の変化を比較
したグラフです。半年前に比べ、86％の方のリスク値が
改善しました。また、今回、初めてラララサーキットに
参加された方よりも、以前から継続して参加されている
方のほうがリスク値が低く、通い続ければＭＣＩのリス
クを減らせる可能性が高いことが伺えました。

MCI スクリーニング検査プラス開発者
内田　和彦 ( 医師 )

運動の場に参加することで、認知症リスクの低減だけでなく、新し
い友人ができる、充実した生活が送れるなど生きがいや活気に繋が
ります。皆さんがいきいきと暮らすために、地域にある通いの場に
ぜひご参加ください。

■羽曳野市の介護予防事業に参加しませんか。
◇いきいき百歳体操
負荷が調整できるおもりを手首
や足首につけ、DVD を使って
30 分程度行います。

◇きらきら貯筋教室
詳しくは広報 4 月号 (P13) を
ご覧ください。途中からでもご
参加いただけます。

◇ LIC ウェルネスゾーン
詳しくは次のページをご覧くだ
さい。7 月期（7 月～ 9 月）の
受講生を 5 月 7 日㈬～ 16 日㈮
まで募集しています。

問い合わせ：072-947-3822（地域包括支援課）

筋トレとリズム運動を組み合わせたサーキットトレーニング
です。ステップ運動は、左右異なる動きや手足異なるリズム
での運動を行うことで脳を活性化します。

（1）関節に優しい負荷を与える油圧マシンでの筋力向上 ( 無酸素運動 )
（2）トレーナーによる楽しいステップ運動での心肺機能向上 ( 有酸素運動 )
(3）2 つの事を同時に行うデュアルタスクでの認知機能の向上
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受講生募集
2025年7月‐9月

7月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和7年7月1日時点）
     　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。※新規利用者を優先します。

【申　込】　5月7日㈬～16日㈮（平日 9:15 ～ 17:00 休館日 : 土日祝）　1 人 1 講座（第 3 希望まで記入可）　
　　 　　文化プログラムは①～⑲と併用可、LIC ウェルネスゾーンに来館申込。代理申請可（三親等の親族まで）

【当選発表】　6月2日㈪～6月6日㈮　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。

■プログラム紹介（参加費無料）　星の数が多いほど、運動強度が高くなります。

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

①ラララサーキット
9:15 ～10:45

⑪膝痛・腰痛改善クラス
9:15 ～10:45

⑨ラララサーキットライト
 （認知症予防）

9:15 ～10:45

⑫転倒予防クラス
9:15 ～10:45

⑦ラララサーキット
9:15 ～10:45

⑱サーキットトレーニング
(1)11:00 ～11:45
(2)12:00 ～12:45

②ラララサーキット
11:00 ～12:30

④ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑤ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑩ラララフィット
(ロコモ予防※)
11:00 ～12:30

午後

⑧ラララサーキットライト
( 認知症予防)
13:30 ～15:00 

③ラララサーキット　
13:30 ～15:00

⑲サーキットレーニング
(1)13:30 ～14:15(2)14:30 ～15:15 

⑥ラララサーキット
13:30 ～15:00

⑳やさしいクラフト教室
㉑おもしろ仏像教室

13:30 ～15:00

⑬骨盤体操
15:15 ～16:30

⑭レッツ筋力トレーニング
15:15 ～16:15

⑮元気体操
15:30 ～16:30

⑯リズム運動
15:15 ～16:30

⑰リラックスヨガ
15:15 ～16:30

①～⑦ラララサーキット　　　　　　　　　　　　　　　★★★
マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って行う有酸素運動のリズ
ム体操を交互に行います。
⑧⑨ラララサーキットライト( 認知症予防)　　　　　　　　　　★★
椅子に座って行うリズム体操プログラム。体も脳も活性化させ認知機能向上を
目指します。 【１ｸｰﾙ1回：歯科衛生士・管理栄養士による講話】
⑩ラララフィット（ロコモ予防）　　　　　　　　　　　　　　★
日常生活の動作に必要な筋肉を鍛え、いつまでも自分の足で歩き続け
られる体力づくりを目指します。
⑪膝痛・腰痛改善クラス　　　　　　　　　　 　　　　 ★★
膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。

【月1回：理学療法士による下肢筋力の測定】
⑫転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　　　　　　　 ★★
足底のバランス向上や筋力トレーニングを行い転ばない体づくりを目
指します。
⑬骨盤体操　　　　　　　  　　　　　　　　　　　 ★★
ミズノオリジナルツールを使用し、年齢と共に低下しやすい骨盤底筋に
アプローチします。

⑭レッツ筋力トレーニング　　　　　　　　　　　　　　  ★★
チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。

⑮元気体操　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ★
筋トレで筋力の向上、脳トレで認知機能の向上、お口の体操で口腔機
能を改善する総合体操です。

⑯リズム運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★★
リズムにのって有酸素運動を行い、筋力トレーニングも行います。

⑰リラックスヨガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★
ヨガは自律神経を整え心と体の健康を支える効果があります。初めての
方でも気軽にご参加できます。
⑱⑲サーキットトレーニング　　　　　　　　　　　　　　   ★★★
DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。

【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】

文化プログラム（①～⑲との併用可）
⑳やさしいクラフト教室　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、製作します。	
 【とき】7月4日・18日、8月1日・15日、9月5日・19日 13:30 ～15:00
 【持物】はさみ・のり・筆記用具　【講師】 瀧田幸子
㉑おもしろ仏像　�仏像の素朴な疑問を解読し、仏像鑑賞をより楽しめる

講座。形や見分け方を通じて仏像の心を読み解きます。
 【とき】 7月11日・25日、8月8日・22日、9月12日・26日 13:30 ～15:00
 【講師】 仏像ナビゲーター  樋口 隆秀

【予約・申込】　LICウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711／【事業に関する問合せ】地域包括支援課　☎ 072-947-3825

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LICウェルネスゾーン

定員各15人

■

■

■
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お 知 ら せ

【日曜窓口】マイナンバーカードの
受け取り・電子証明書の更新手続き
■■とと■■きき  きき5 月 25 日㈰ 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所 所①市民課　②支所
※受け取り場所については、交付通知書（ハ
ガキ）をご確認ください。
【必要書類】
受け取り
・交付通知書（ハガキ）
・通知カード
・�本人確認書類（運転免許証などの顔写

真つきの書類なら 1 点、それ以外の書
類は 2 点以上）

・�住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

電子証明書更新手続き
・マイナンバーカード　・更新通知書
■■問問  問問市民課または支所

窓口受付システム、コンビニ交付
サービスの一時利用停止について
税証明書年度更新のため、下記のとおり窓
口受付システム、コンビニ交付サービスの
利用を一時停止します。
【停止内容】税証明書
【停止期間】5月 29 日㈭終日～
　　　　　　　　6 月 2 日㈪午前 9 時まで
■ ■ 問問問問 市民課

令和 7 年 5 月 26 日に、戸籍に氏名のフリガナを記載する制度が始まります！

【戸籍に氏名のフリガナが記載されるまでの流れ】
①戸籍に記載される予定のフリガナの通知

（令和 7 年 5 月 26 日以降、順次送付予定。本市に本籍がある方は令和 7 年
８月頃送付予定）
　本籍地の市区町村長から、原則として戸籍の筆頭者宛に戸籍に記載される
予定の氏名のフリガナを郵送で通知します。通知が届いたら必ず内容を確認
してください。
②氏名のフリガナの届出
　令和 7 年 5 月 26 日から令和 8 年 5 月 25 日までの間、氏名のフリガナの届出をすることが
できます。オンライン（マイナポータル）での届出や郵送、窓口で行うこともできます。

〈通知に記載されているフリガナが日常使用しているフリガナと同じ場合〉届出は不要です。
〈通知に記載されているフリガナがご自身の認識と違っている場合〉届出が必要です。
※届出に手数料はかかりません。届出がなかった場合でも罰則はありません。
③氏名のフリガナの記載
　氏名のフリガナの届出がなかった場合、通知に記載されたフリガナが令和 8 年 5 月 26 日以
降に戸籍に記載されますが、早期の戸籍へのフリガナの記載を希望される方は届出をすること
ができます。
　なお、②の届出がなかった場合に戸籍に記載されたフリガナは一度に限り家庭裁判所の許可
を得ずに変更の届出をすることができます（市区町村に届出をした後にフリガナを変更するには、
家庭裁判所の許可を得て、届出をする必要があります。）。

　この制度開始後に出生や帰化等により初めて戸籍に記載される方については、上記の手続に
よらず、出生届や帰化届等の届出時に併せてそのフリガナを届け出ることとなります。
　制度の詳細については、以下の QR コードを読み取ってください。（法務省の「戸籍にフリガ
ナが記載されます」を開くことができます。）
問問
■ ■ 問問問問 市民課振り仮名担当　　　　　　☎ 072-947-3724

令和７年国勢調査員を募集しています！！

国勢調査は、5 年に一度、日本に住むすべての人と世帯（外国人を含む）が対象となり、日本の
未来をつくるために必要不可欠なとても大切な調査です。調査の実施にあたり、羽曳野市では
国勢調査員として活動していただける方を募集しています。
■■業業■■務務■■期期■■間間  ききおおむね令和７年 (2025 年 )8 月下旬から 10 月下旬頃 ( 予定 )
■■仕仕■■事事■■内内■■容容 所①市が開催する調査員説明会への出席　② 調査の準備（担当調査区の確認など）
　　　　　③ 世帯への調査票の配布、回収　④ 調査書類を点検し市役所へ提出
■■応応■■募募■■要要■■件件 所①原則として、20 歳以上 70 歳未満で、調査活動ができる健康な方
　　　　　②統計に関し理解と熱意を有し、責任を持って調査事務を遂行できる方
　　　　　③ 調査により知り得た秘密を守ることができる方 ( 守秘義務 )
　　　　　④ 警察、選挙、税務事務、報道関係、興信所の仕事に従事していない方
　　　　　⑤ 暴力団員又は暴力団密接関係者でない方
■■報報■■酬酬 所1 調査区担当（50 世帯）：5 万円程度　2 調査区担当（100 世帯）：9.5 万円程度
　　　※担当調査区の世帯数によって変動します。

ご応募お待ちしております！！
家事や育児の合間や、パートなどのお仕事と兼職
することもできます。
人と話すのが好きな方、新しいことを始めたい方は
是非ご応募ください‼
申し込み方法は、下記の連絡先までご連絡いただ
き、その後簡単な面談を行い、登録を行いますの
でご連絡ください。

■ ■ 問問問問 総務課　統計・文書担当
☎ 072-958-1111( 内線 :3620 ～3623)

～戦没者等のご遺族の皆様へ～
第十二回特別弔慰金が支給されます
■■対対■■象象  戦没者等 ( 軍人、軍属、準軍属 ) の
死亡当時のご遺族で、「恩給法による公務
扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法
による遺族年金」等を受ける方 ( 戦没者等
の妻や父母等 ) がいない場合、次の順番に
よる先順位のご遺族お一人に支給されます。
１.令和 7 年 4 月1日（基準日）までに戦
傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金
の受給権を取得した方
２. 戦没者等の子
３. 戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄
弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有して
いること等の要件を満たしているかどうか
により、順位が入れ替わります
４. 上記１～３以外の戦没者等の三親等内の
親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡当時まで引き続き１年以
上の生計関係を有していた方に限ります
＜支給内容＞額面 27万 5 千円、5 年償還
の記名国債
＜請求期間＞令和 7 年 4 月1日㈫から令和
10 年 3 月 31日㈮（３年間）
■ ■ 問問問問 保健福祉政策課　☎ 072-958-1111
内線1123・1124
『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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定期普通救命講習

AED（自動体外式除細動器）の使用方法を
含めた応急手当など。
■■とと■■きき  きき① 6 月14 日㈯13:30 ～16:30　
　　　② 6 月 29 日㈰13:30 ～16:30
※応急手当 WEB 講習修了者は 14:30 から
■■場場■■所所 所①藤井寺市民総合体育館 会議室 4
　　 （藤井寺市大井1-2-20）駐車場なし。
　　　②富田林消防署 3 階旧指令室
        （富田林市甲田1-7-1）駐車場なし。対対
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員 員各回先着 30 人 ( 定員になり次第終了)
■■申申■ ■ 込込込込 電話　① 5月14 日㈬ 9:00 から
② 5月 29 日㈭ 9:00 から
■■問問 大阪南消防局 救急課 ( 平日 9:00 ～17:00)
☎ 072-958-9932

全国瞬時警報システム全国一斉
情報伝達試験の実施

5 月 28 日㈬11:00 時頃に情報伝達訓練を
行います。当日は市内 55 か所に設置して
ある防災行政無線から、一斉に、次のよう
に放送されます。※予備日は６月２５日㈬

【放送内容】
＋　上りチャイム音
＋　「これは、J アラートのテストです。」×3
＋　「こちらは、はびきのしです。」
＋　下りチャイム音
■■問問 危機管理課危機対策室
☎ 072-958-1111 内線 2713

備えよう!!  ～明日くるかもしれない災害に～

　ハザードマップとは、自分の住んでいる地域や勤務先周辺で台風、大雨などによる
水害等が起こったときに、どこにどのような危険があるか、また、災害が起こった場
合はどこに避難したら良いのかという情報を地図上にまとめたものです。
　例年近畿地方では、６月上旬ごろ梅雨入りし、７月中旬ごろ梅雨明けが発表されます。
梅雨のイメージといえば、「しとしとと長く降り続く雨」なのですが、近年は、災害が
発生するレベルの激しい雨が長い時間降ることも珍しくありません。大雨の回数は全
国的に増加傾向にあります。また、長雨や大雨により地盤が緩みがけ崩れや土石流、
地すべりといった土砂災害を引き起こす可能性もあります。このような大雨などによる
水害や土砂災害から身を守るために、今一度『羽曳野市防災ハザードマップ』をご確
認されて、災害に対する備えを行っていただきますようお願いします。

★『羽曳野市自主防災組織活動補助金』
地域の皆様による防災活動に対し補助する制度です。地域における防災活動の充実や
これからの地域防災を考えるきっかけづくりにお役立てください。
※補助金制度の詳細は市ウェブサイトに掲載しています。

【ハザードマップの確認を】

Vol.31

問合せ：危機管理課（内線 2720）

令和 7 年度令和 7 年度 羽曳野市防犯カメラ設置事業補助金 羽曳野市防犯カメラ設置事業補助金

6 月 17 日㈫～ 7 月 31 日㈭

6 月 2 日㈪～ 13 日㈮
（平日 9:00 ～ 17:30）
指定の抽選申込書に記入。

申
込
申
込

抽
選
抽
選

6 月 16 日㈪ 10:00 から
※申請が多数の場合

交付団体決定後、補助金交付申請

申
請
申
請

自治会等が防犯カメラを設置される際の費用の一部を、市で補助します。同一年度における一
つの自治会等での申請台数の上限は 3 台までです。詳細は、お問い合わせください。

設置にかかった費用の3分の2［カメラ1台につき上限20万円］
（カメラや記録装置購入の費用、支柱の設置費用、電気工事代等）

※保守点検、修理、電気料金等の維持管理に要する経費は自治会等の負担。

対象となる要件は？
　①�防犯カメラの撮影範囲は、主に道路等の公共の用に供する場所（マンション等共同住宅の
　　内部、駐車場、事業所、工場の敷地内などを撮影している場合は対象となりません。）
　②�防犯カメラの設置、管理または運用に関し、「羽曳野市防犯カメラ設置基準」に適合する
　　基準を定めていること。
　③�防犯カメラの設置に関し、他の補助金等の交付を受けていない、または受ける予定がないこと。 【問合せ】危機管理課【問合せ】危機管理課

☎072-958-1111☎072-958-1111（内線（内線27132713））

大阪南消防局消防吏員募集

採用試験日：令和 7 年 6 月15 日㈰
申込受付期間：5月1日㈭～ 5月 21日㈬
※採用予定人数や受験資格など、詳細は下
記 QR コードをご確認ください。
問問
問問
問問
問問
問問
■■問問 大阪南消防局 総務部 人事企画課 人事係
☎ 072-958-9926

被害が発生しています！！
ニセ水道局職員にご注意ください！

水道局職員を装って、皆さんのお宅を訪問
したり、電話などで
○水道料金を請求する
○家庭用水道器具（浄水器など）の販売をする
○事前連絡の無い水質検査や宅内管の洗
浄や点検をする
などのトラブルが発生しています。

不審に思われた時は、身分証明書の提示
を求め、ご確認いただくか、水道局へお問
い合わせください。
■■問問 水道局　☎ 072-958-1111内線 5020
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憲法週間【5 月1日～7 日】
５月３日の憲法記念日を含む５月１日から７
日は「憲法週間」です。一人ひとりが人間
として幸せに生きるために、生まれながら
に持っている固有の権利を人権といいます。

「職業選択の自由」「幸福を追求する権利」
「教育を受ける権利」などの基本的人権は、
憲法で保障されています。だれもが平等で
明るく幸せに暮らせる社会を築くためにお
互いの人権を尊重し、憲法の精神を守り育
てましょう。
＜法務省人権啓発キャッチコピー＞
～「誰か」のこと　じゃない。～

「誰か」のことではなく、自分自身のことと
して捉え、一人ひとりが人権を尊重すること
の重要性を正しく認識し、自分以外の人の
人権にも配慮した行動をとりましょう。
平和展＆人権展
■■とと■■きき  きき5月1日㈭～16 日㈮ ( 開庁時のみ )
■■場場■■所所 所市役所本館1階 (コミュニティスクエア )

 ■ ■問問問問  問問人権推進課

平和の取材「親子記者」参加者募集
長崎で、原爆の被害や平和の大切さを学び、
新聞を作ってみませんか
主催：日本非核宣言自治体協議会
日時：８月８日㈮～ 11 日（月・祝）
場所：長崎市内（原爆資料館等）
対象：小学４～６年生とその保護者
人数：全国で９組（応募者多数の場合は抽選）
申込：日本非核宣言自治体協議会ウェブサ
イトより、実施要領を参照のうえ、申込書
に必要事項を記入し、５月 12 日㈪必着で
メール（宛先：info@nucfreejapan.com）
または郵送（封書）によりお申込みください。
■■問問  問問日本非核宣言自治体協議会事務局
☎ 095-844-9923

特別平和展を開催します
戦後 80 年を迎えるにあたり、戦争を忘れ
ることなく未来へと語り継ぎ、平和の大切
さを改めて考える機会となるよう、特別平
和展を開催します。
パネル展の他、映画の上映を行いますので、
ぜひお越しください。
■■とと■■きき  きき5月5 日 ( 月・祝 )10:00 ～15:00

（市民フェスティバル同日開催）
■■場場■■所所 所LIC はびきの
■■問問  問問人権推進課

耐震補助制度のご案内

■■対対■ �■ �象象象象象象 昭和 56 年 5 月 31日以前に建てられ
た木造住宅

耐震診断　　　 申 請 期 限：1 月 末 日
費用の約 9 割を補助

（最大 5万円を補助）
設計改修　　　 申 請 期 限：12 月上 旬
費用の 8 割を補助

（最大 50 ～115万円を補助）
※条件により補助金額が異なる
除 却　　　　　 申 請 期 限：1 月 末 日
費用の 5 割を補助

（最大 20 万円を補助）
◦�申請前に着手 ( 契約 ) すると補助の対象

となりません。
◦�申請者の所得制限などにより対象となら

ない場合があります。
◦�空家でも対象となる可能性があります。
◦�予算がなくなり次第受付終了となります。
※詳しくはお問い合わせください。
■ ■ 問問問問 建築住宅課 ( 内線：2270 ～2272・2274)

令和 8 年歌会始のお題及び詠進歌の
詠進要領について
令和 8 年歌会始のお題は「明」と定められ
ました。
お題は、「明 ( めい )」ですが、歌に詠む場
合は「明」の文字が詠み込まれていればよ
く、「鮮明」、「文明」、「明星」のような熟
語にしても、「明るい」のように訓読して
も差し支えありません。
詠進歌の詠進要領など詳細については、宮
内庁ウェブサイトをご覧ください。
■■問問  問問宮内庁

5 月12 日は「民生委員・児童委員の日」
～ 5 月12 日から18 日は活動強化週間～

令和 6 年 3 月、民生委員・児童委員の活動
をより多くの人に知ってもらうことを目的
に、5 月 12 日「民生委員・児童委員の日」
が、記念日登録されました。
民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から
委嘱され、それぞれの地域において、常に
住民の立場に立って相談に応じ、必要な支
援へつなぎ、社会福祉の増進に努める方々
であり、地域の福祉を担うボランティアで
す。
地域住民の一員として担当区域において、
高齢者や障害のある方の安否確認や見守
り、子どもたちへの声かけなどを行なって
います。民生委員・児童委員には法に基づ
く守秘義務があり相談内容や個人の秘密は
守られますので、安心してご相談ください。
地域福祉を担う民生委員・児童委員の活動
へのご理解とご協力をお願いします。
■■問問  問問保健福祉政策課

羽曳野市こども会会員募集

羽曳野市こども会の新規会員を募集します。
スポーツ部門では、各校区でソフトボールをしています。
高鷲校区：高小エンジェルス
羽曳が丘校区：羽曳が丘ファイターズ
西浦・駒ヶ谷校区：西浦こども会
埴生南校区：羽曳山子供会
高鷲南校区：高鷲南 TMKG 子ども会

詳しくはご連絡ください。　■■問問  問問次世代育成課　☎ 072-947-3906

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは  株式会社ジチタイアド  ☎ 092-716-1401
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固定資産税・都市計画税の減免制度
【�減免額】申請日以後に到来する納期に納

付すべき税額の2 分の1の額
【申請期限】各納期限まで
■■対対■■象象 所�所①～④の要件すべてに該当する納税義務者
①納税義務者が令和 7 年1月1日現在で
65 歳以上、障害者、寡婦またはひとり親
のいずれかであること。
②納税義務者および当該納税義務者と生
計を一にする全員の前年中の合計所得金額
が、住民税非課税限度額以下であること。
※住民税非課税限度額（市税条例第14条
第1項第2号または同条第2項）
③所有している固定資産が自己居住用だけであ
り、所有家屋の延床面積が70 ㎡以下であること
④固定資産税および都市計画税の年税額

（土地・家屋）の合計が５万円以下であること。
※市税条例第14条第2項の住民税非課
税限度額の例は以下のとおりです。

扶養の人数 前年の合計所得金額
0 人 ４20,000 円
1人 ９30,000 円
2 人 1,250,000 円
3人 1,５70,000 円

■■問問  問問税務課 固定資産税担当 （本館1階⑨⑩窓口）

障害者等の方に対する軽自動車税（種別割）の減免

身体、知的、精神障害により手帳を交付されている方は、申請により軽自動車税（種別割）の全
額減免を受けることができます。
【�対象車両】手帳保持者・手帳保持者と生計を一にする人・手帳保持者を常時介護する人が所有す

る軽自動車等（手帳保持者1人につき1台）。また、車いす移動車等に構造変更した軽自動車につ
いても対象となります。

※�自動車検査証または軽自動車届出済証に事業用と記載されている車両は減免対象外です。
※減免できる車両は手帳保持者１人につき普通自動車を含めて１台です。普通自動車の自動車税
で減免を受ける場合は、軽自動車税(種別割)の減免を受けることができないのでご注意ください。
【�申請】必要書類を持参し、市役所税務課（本館1階⑧番窓口）にて申請してください。（6月2日㈪まで）
【必要書類】◦手帳　◦車検証　 ◦�納税義務者の方のマイナンバーカード（マイナンバー通知カ
ードと顔写真付きの本人確認書類でも可）　 ◦�運転する方の運転免許証（コピー可）
◦窓口に来られる方の本人確認書類　 ◦�委任状 ( 納税義務者以外の方が来庁する場合。ただし、
　羽曳野市内で納税義務者と同一世帯の親族の方が来庁する場合は省略可)
◦�民生委員の発行する状況確認書　�（納税義務者の方と手帳をお持ちの方が別住所のとき）
◦�車いす移動車等と確認できる写真（車いす移動車等で申請する場合）
※�すでに申請いただいている方で減免適用が 2 年目以降の方については、５月上旬に発送予

定の減免申請書（継続用）を提出ください。（郵送可）
■■問問  問問税務課 課税総務担当

市・府民税の証明書発行
証明書様式変更に伴い、令和 7 年度の市・
府民税の課税（非課税）証明書は 6 月
2 日㈪ 9：00 からの交付となります。
証明書様式変更のため、この日以前の交付
はできませんのでご了承ください。（市役
所・支所での発行については免許証などの
本人確認ができる書類が必要です。同一世
帯の親族以外の方の証明書を取得される場
合は、別途委任状が必要です。手数料は 1
通 300 円です。）
※コンビニ交付サービスをご利用の場合、
セブン - イレブン、ローソン、ファミリー
マート、ミニストップで発行ができます。
※コンビニ交付サービスをご利用になるた
めには、サービス利用登録をした住民基本
台帳カードまたは利用者証明用電子証明書
を搭載したマイナンバーカードが必要です。
■■問問  問問税務課 市民税担当

自動車税（種別割）
納期限：６月２日㈪
府の指定金融機関等、大阪府内の郵便局、
府税事務所、コンビニエンスストア等で納
付することができます。
また、納付書の表面に印字されている「地
方税統一 QR コード」に対応した金融機関、
スマートフォン決済アプリ、「地方税お支
払サイト」を利用したクレジットカード納
付、ペイジー納付等も可能です。
詳しくは、大阪府ウェブサイトを確認して
ください。
■■問問  問問自動車税コールセンター（大阪府）
☎ 0570-020156

放課後児童支援員・補助員
( 週 5 日勤務 ) 募集

【勤務日時】㈪～㈮ + 月 2 回程度の土曜日
( 平日12:45 ～17:45 学校休業日等 8:30 ～17:15)
■■任任■■期期   象象 勤務可能日～令和 8 年 3 月 31日ま
で ( 再度の採用あり)
■■対対■■象象  所どなたでも
■■定定■■員員 員 3 名程度※資格の有無で報酬に違い
があります。社会保険有、期末手当有。
■■申申■■込込 Web 応募もしくは次世代育成課窓口
へ採用試験申請書を持参。
■■問問  問問次世代育成課

放課後児童支援員の補助員
( スポット勤務 ) 募集

【勤務日時】シフト制 ( 平日12:45 ～17:45 
学校休業日等 8:30 ～17:15)
■■任任■■期期   象象 勤務可能日～令和 8 年 3 月 31日ま
で(再度の採用あり)■■対対■■象象  所どなたでも■■定定■■員員 員
10 名程度 。社会保険なし、期末手当なし。
■■申申■■込込 Web 応募もしくは次世代育成課窓口
へ採用試験申込書を持参。
■■問問  問問次世代育成課

大阪府による南大阪都市計画案の縦覧

大阪府では、次の南部大阪都市計画案につ
いて縦覧を行います。関係市町村の住民お
よび利害関係人は縦覧期間満了日までに意
見書を提出することができます。
・南部大阪都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針の変更

【縦覧場所と意見書の提出先】
期間 5月13日㈫～27日㈫（平日開庁時間）
場所 大阪都市計画局計画推進室計画調整課

（大阪府咲洲庁舎 33 階）
又は羽曳野市都市計画課 ( 本館 2 階 )
宛先 〒559－8555大阪府咲洲庁舎33階 
大阪都市計画局計画推進室計画調整課（住
所記載不要）
☎ 06-6210-9078( 直通 )

５月５日から11日は『こどもまんなか
児童福祉週間』です
こどもの健やかな成長、こどもや家庭を取
り巻く環境について、国民全体で考えるこ
とを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」
から１週間は「こどもまんなか 児童福祉
週間」と定められています。
児童福祉の理念とは、全てのこどもが、児
童の権利に関する条約の精神にのっとり、
適切な養育を受け、その心身の健やかな成
長・発達、自立が図られることなどを保障
される権利を有するとともに、社会のあら
ゆる分野において、年齢や発達に応じてそ
の意見が尊重され、その最善の利益が優先
されるとするものです。
次世代を担うこどもが家庭や地域で心豊か
に生活できる環境づくりをめざして、ぜひ、
羽曳野市のこどもたちのために、児童福祉
について考えてみましょう。
■■問問  問問こども政策課 企画・調整担当

軽自動車税 固定資産税
納期限：６月２日㈪

市税の納税通知書には「納期限」と「指定
期限」が書かれていますが、「納期限」が
その税金を納める期日です。納期限を過ぎ
ると延滞金が加算される場合があります。
詳しくは HP をご覧ください。
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 人生100年時代到来！シルバー会員募集中
健康のために、社会のためにあなたの豊かな知識、経験を活かしてみま
せんか。
 ≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内・入会申込書の配布など。

市 役 所 別 館 2 階  研 修 室
５月９日㈮、6 月 6 日㈮
13:30 ～

シルバー人材センター 3 階研修室 ５月16 日㈮、6 月 20 日㈮
13:30 ～

 ■ ■対 対対対■ ■ 象象象象 市内在住で 60 歳以上の健康で働く意欲があり、事業趣旨に
        賛同していただける方

  昨年、首都圏で、複数の犯人が住宅に押し入り、住民を襲う強盗事件が多発しました。これら       
強盗事件の発生時間帯は「深夜帯」、発生場所は「閑静な住宅」です。また、被害者層は「高齢者世帯」  
が狙われています！
 〇普段から戸締りしっかり！
 〇補助錠や防犯フィルムの活用など簡単に侵入できない対策を！
 〇緊急時は速やかな通報を！
 動画で防犯対策を確認しましょう。

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

善意のご寄付ありがとうございます
￥20,000
￥10,000
￥50,000

￥2,000

浅田 照次
浅田 悦弘
浄土真宗本願寺派 石川北組仏教婦
人会連盟
所属寺院 羽曳野地区（元勝寺、西
念寺、覚永寺、圓光寺、浄念寺、
勝光寺、真蓮寺、願行寺、西向寺、
光宗寺、西光寺）
匿名

令和 7 年 3 月敬称略 受付日順

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
　野々上 4-5-12 ( シルバーワークプラザ )　☎ 072-936-1500   FAX  072-936-1511
　http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

◆「ベビっこひろば」　
■■日日■■時時 5月 15日㈭　10:00～ 11:00問問
■■場場■■所所ベビーハウス社協 (雨天の場合はなかよしひろば）
■■内内■■容容園庭遊びを予定しています。親子で元気いっぱい楽しく遊びま
しょうね☆問問
■■対対■■象象地域の親子　　　　問問問問 ■■問問  問問ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

 自宅の防犯対策を強化しましょう ‼

愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）
特に若年層の献血者が激減しています。
5月５日(月・祝 )　  市民フェスティバル (峰塚公園にて)　
受付時間　10:00 ～16:00
共催：羽曳野ライオンズクラブ

＊�献血カードをお持ちの方は、「献血方法別の次回献血可能日」をご確認ください。
＊受付時に本人確認書（免許証・保険証等）の提示をお願いする場合があります。

シルバー入会大募集！

　 大阪府警察官募集
大阪を守る！相方募集

詳しくは HP をご覧ください

無料！60歳からのヨガ講座
未経験大歓迎！簡単ストレッチと、楽しい運動をして、
運動不足を解消しましょう！
■■日日■■程程 6月 14日㈯・7月 5日㈯　
■■時時■■間間 10:00～ 11:00　　
■■対対■ ■ 象象象象 60 歳以上　　
■■定定■■員員  象象10 名 ( 先着順 ) 　
■■￥￥  無料 ( 会員以外の方でも参加可能 )　
■■持持■ ■ 物物物物 動きやすい服装、飲み物、タオル、
　　 (ヨガマット貸し出し有り)　
■■場場■ ■ 所所所所 埴生南老人憩いの家 ( 野中寺向い )　
■■申申■ ■ 込込込込 必ず電話でお申込みください LINE で情報発信中！

会員以外の方もお気軽にご登録ください。募集中のお仕事もご覧いただけます！

◆赤十字の活動資金にご協力お願いします　
　日本赤十字社では、5月1日から 6月30 日までを「赤十字運動期間」
と定め、赤十字思想の普及と活動資金（会費・寄付金）の募集を行っ
ています。
　今年も羽曳野市では、赤十字奉仕団、連合区長会のご協力のもと
活動資金募集活動を行います。ご協力をお願い申し上げます。
　皆様から寄せられた活動資金は全額日本赤十字社大阪府支部に送
金し、国内の災害救援活動はもとより国際救援活動や各種講習会な
ど様々な活動資金として活用されます。

◆地域福祉活動協力金にご協力おねがいします　
　地域福祉活動協力金はご協力頂いた半分を校区福祉委員会の活動費
としてカフェ活動や子育てサロン事業等、各校区の活動費としてお使い
いただき、半分は当会の行う市内全域の地域福祉事業の財源として活
用させていただいています。
ご協力いただくことが地域の福祉活動への参加となり、福祉のまちづ
くりにつながります。
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教えて消費生活 Q&A
～お試しのつもりが…定期購入に？～
Q. スマホで “やせる” という広告を見て興
味を持ち、「1 回だけのお試しなら」と思っ
てサプリメントを注文した。数日後、商品
は届き代金も支払った。しかし、数週間後
に大量のサプリメントが注文もしていない
のに勝手に届いた。返品しようと思い連絡
したら、「あと 4 回、商品を受け取らない
と解約はできない」と説明された。1 回だ
けのつもりで注文したので納得できない。
A. 上記のように「お試しで買ったつもり
が定期購入になっている」というトラブル
は多発しています。ネットでの買い物では、
広告の表示内容を鵜吞みにしてはいけませ
ん。注文時の最終確認画面をしっかり見て、
支払うことになる代金の総額をはじめ契約
内容や解約・返品についての規約（ルール）
を確認しておきましょう。また、広告や最
終確認画面をスクリーンショットなどで記
録しておくことも大切です。
困った時は消費生活センターにご相談ください。
【消費生活相談】㈪～㈮
10:00 ～ 12:00/13:00 ～ 15:30
まずは電話で問い合わせください。

■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）
☎ 072-947-3715（直通）

柏羽藤環境事業組合からのお知らせ

柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場 ( 柏羽
藤クリーンセンター）等から排出されるダ
イオキシン類濃度（排ガス・ばいじん・排水）
の令和６年度測定結果を柏羽藤環境事業組
合ウェブサイトで公表しております。
■ ■ 問問問問 〒 582-0027   大阪府柏原市円明町
666 番地　 柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　
http://www.kashihafuji.jp/

蜂の巣駆除費助成金制度

蜂の巣駆除を実施し各要件に該当した場合、
駆除費の一部を助成します。
■■対対■■象象  所 個人 ( 世帯員全員が非課税かつ年齢
による制限等あり ) または町会・自治会が
所有、管理する物件。

【対象の蜂の巣】スズメバチ、アシナガバチ
の巣のみ。

【助成金額】駆除に要した費用の 2 分の 1、
上限 10,000 円
詳細については、市ウェブサイトをご覧いた
だくか、環境保全課までお問合せください。
■ ■ 問問問問 環境保全課

催し・スポーツ

映画「ぼくが生きてる、ふたつの世界」
上映会 ( 日本語字幕入り)

■■とと■■きき  きき6 月7 日㈯14:30 上映開始 
　開場は上映開始の 30 分前
■■場場■■所所 所LIC はびきの
■ ■ ￥￥￥￥ 前売券1,200 円 ( 当日券1,500 円、小
中高校生 800 円 )
■ ■ 問問問問 羽曳野市ろうあ部会・手話サークルはばたき
FAX 072-958-3752
E-mail：masamasa_sumire9815@yahoo.co.jp

月例見学会

竹内街道を歩く④とと
■■とと■■きき  きき5月 25 日㈰　13:00 集合
■■場場■■所所 所古市駅東広場
コース：銀屋跡～西琳寺～月読橋～飛鳥川
歌碑～上ノ太子駅
竹内街道を歩く⑤とと
■■とと■■きき  きき6 月14 日㈯　10:00 集合
■■場場■■所所 所上ノ太子駅
コース：上ノ太子駅～六枚橋～孝徳天皇陵～
餅屋橋～旧山本家住宅～竹内街道歴史資料
館～竹内峠～綿弓塚～長尾神社～磐城駅

主催：羽曳野まち歩きガイドの会
小雨決行・参加費 200 円
※事前申込み不要
☎ 080-5328-1137( 細見 )
ﾒｰﾙ katu.hosomi@gmail.com

おとなの講座

自力整体教室 第 1 ㈫ 14:30 ～ 16:00
手編み教室 第 2 ㈭・第 3 ㈪ 14:00 ～ 15:50
書道教室 毎週㈮ 14:30 ～ 16:00
ちぎり絵教室 第 2 ㈭ 14:00 ～ 15:50

■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 NPO 法人南河内こどもステーシ
ョン　☎・FAX 072-957-1114

大人の居場所です。 
楽しくおしゃべりしながらやりましょう。

ボランティア・市民活動わくわく講座
6 月絵手紙ボランティア養成講座
絵手紙ボランティアこころ

■■とと■■きき   きき① 6 月10 日㈫ 10:30 ～12:00
　　  ② 6 月13 日㈮ 10:30 ～12:00
　　  ③ 6 月18 日㈬ 13:00 ～15:00
■■場場■■所所  所①市役所別館 2 階研修室３　②エコ
プラザはにふ　③古市ひまわり園
■■対対■■象象  所羽曳野市内でボランティア活動ができる方
■ ■ ￥￥￥￥ 無料　■■申申■■込込 事前に電話・窓口
■■持持■■物物 筆記用具・黒の油性マジック
■ ■ 問問問問 羽曳野市社会福祉協議会　☎ 958-2315

PC 講座「たのしいワード教室」

■■とと■■きき  きき6/5 ㈭旅行案内チラシの作成
6/12 ㈭はがき「季節のたより」作成
6/19 ㈭はがきのバリエーション
各日13:30 ～16:00
■■場場■■所所 所LIC はびきの 3 階 小会議室
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方　■■定定■■員員  員員12 人
■ ■ ￥￥￥￥ 1,800 円（テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 当会ウェブサイト→
5/10 締め切り。
■■問問  問問羽曳野 ITサポート会

（小島）携帯 090-9700-6959

はびきのおもちゃ病院

■■とと■■きき  きき5/11㈰ 9:00 ～12:00 ※申込含む
■■場場■■所所 所市役所別館 2 階　■■対対■ ■ 象象象象 おもちゃ修理
■■問問  問問羽曳野市社会福祉協議会 ■ ■ ￥￥￥￥ 取換部品代
☎ 072-958-2315（平日のみ）
おもちゃドクターは一旦、募集を中止しています。

年に一度の古市古墳群
イズミヤ屋上展望ツアー
年に一度屋上に上がれるこの機会に世界遺
産の古墳群を展望してみませんか。とと
■■とと■■きき  きき5月5 日 ( 月・祝 )10:00 ～15:00
■■場場■■所所 所イズミヤ古市店屋上
■■対対■■象象  所来店の皆様 ( 小学生以下は保護者同伴 )
■■申申■ ■ 込込込込 不要
特典 先着 200 名様に展望記念缶バッチプレゼント
■■問問  問問NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

はびきの市民活動フェスタ 2025

■■とと■■きき  きき6 月 8 日㈰ 10:00 ～15:00
■■場場■■所所 所エコプラザはにふ
■■内内■■容容 所講演会 ( 災害時の食とトイレ・羽曳野
の水事情 )・ワークショップ ( 書道・点字・
カード作り)・パネル展・こどもひろば ( バ
ルーンアート・木工教室 )・模擬店
■ ■ 問問問問 はびきの市民活動交流会
　☎ 947-3609
　　( 市民協働ふれあい課 )

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立 68 周年記念行事

観閲行進、訓練展示、装備品展示、体験搭
乗、ちびっ子レンジャー体験など。
■■とと■■きき  きき6 月 1 日㈰ 8:30 ～ 15:30
■■場場■■所所 所信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）
■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■問問  問問陸上自衛隊信太山駐屯地 広報室
☎ 0725-41-0090（内線 204）

＜チラシ＞
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第 23 回 羽曳野写真連盟「写真展」
■■とと■■きき  きき5月 8 日㈭～11日㈰10:00 ～17:00
※初日は12 時から、最終日は16 時まで
■■場場■■所所 所LIC はびきの アトリウム
■ ■ 問問問問 事務局担当 福本☎ 080-3803-3793

仲
間
募
集
中

写団みやび
前田　携帯 090-5055-0498
ピンボケ写真クラブ
福本　携帯 080-3803-3793

21フォト・フレンズ
高橋　携帯 080-1410-2390

【高村病院提携講座】レッツエクサ
サイズ！こむら返りを予防して健康で
快適な生活を！
■■とと■■きき  きき6 月 17 日㈫ 14:30 ～ 16:00
■■場場■■所所 所峰塚公園管理棟（時とみどりの交流館）
■■講講■■師師 所 高村病院リハビリテーション科 ヘルス
ケア推進室 理学療法士：角樋 透・高橋 一貴￥￥
■■申申■ ■ 込込込込 5月10 日㈯～ 6 月15 日㈰※㈭休館
10:00 ～17:00 電話もしくは直接来館￥￥
■ ■ ￥￥￥￥ 500 円　■■定定■■員員  員員20 人 ( 先着順 )
■■問問  問問みのりの里　☎ 072-942-6647

市民後見人養成講座
オリエンテーション

5月 31日㈯13:00 ～15:10
阪南市防災コミュニティセンター ( 阪南まもる館 )1階

6 月7 日㈯ 9:50 ～12:00
opsol 岸和田市立福祉総合センター3 階大会議室
6 月12 日㈭14:00 ～16:10
河内長野市役所 8 階 802 大会議室
6 月14 日㈯10:00 ～12:10
枚方市総合福祉会館ラポールひらかた 3 階 研修室1
6 月19 日㈭14:00 ～16:10
茨木市男女共生センターローズ WAM501.502
6 月 21日㈯10:00 ～12:10
池田市役所7 階　大会議室
6 月 28 日㈯ 9:40 ～11:50
大阪府社会福祉会館 5 階　501
6 月 28 日㈯14:10 ～16:10
八尾市文化会館プリズムホール会議室1

■■対対■ ■ 象象象象 オリエンテーションはどなたでも
　　養成講座は市内在住・在勤の満 25 歳
　　以上 70 歳未満の方
■■申申■ ■ 込込込込 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 
　　　地域福祉部 権利擁護推進室
☎ 06-6764-7760
　　　( 上記の QR コードでも可能です。)問問
■■問問  問問保健福祉政策課

菊花講習会のお知らせ

■■とと■■きき  きき5月 20 日㈫　だるま作り・福助作りほか
　　  6 月 9 日㈪　大菊 9 号鉢定植ほか
　　　各日とも13:30 から
■■場場■■所所 所陵南の森公民館 2 階 第1研修室
■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■問問  問問大阪菊花会（芝田）携帯 090-1890-0955
農とみどり推進課☎ 072-947-3707（直通）

菊苗販売のお知らせ

大菊苗の販売 5月 20 日㈫15:30 ～16:30
福助苗の販売 7月22日㈫13:30 ～14:30
※いずれも無くなり次第終了
■■場場■■所所 所陵南の森公民館ゲートボール横
■■問問  問問大阪菊花会 ( 芝田 )090-1890-0955
　農とみどり推進課  ☎ 072-947-3707

男女共生セミナー「香り豊かに 癒しのコーヒーライフ　プロから学ぶ珈琲講座」参加者募集

市販の一人分ドリップコーヒーの美味しい淹れ方をお伝えします。豆の購入・保存方法なども伝授します。あなたのために、そしてあなたの大
切な人のために、極上の一杯を淹れることで、自身の生活を見直し、人との絆を深める素敵な時間に変身させてみませんか。
コーヒーも、日常の生き方も、ほんの少し工夫するだけで、グン！と味わい深くなるものです。美味しいコーヒーを味わいながら、人生を楽し
く豊かに過ごす方法を学んでみませんか。
■■とと■■きき  きき6 月 8 日㈰13:30 ～16:00　■■場場■■所所 所羽曳野市役所 別館 2 階 研修室　■■定定■■員員  員員20 人 ( 先着順 )
■■講講■■師師 所吉田 清彦氏 ( 元大手コーヒー焙煎会社専属指導員、アカデミー喫茶学校講師 )
■■申申■ ■ 込込込込 5月1日10:00 より電話または QR コードにて( 氏名、電話番号、年齢、住所をお伝えください )
■■問問  問問人権推進課　☎ 072-947-3606　

古代史・月例見学会
＜月例見学会＞　「被葬者名の無い、中・
大型古墳を巡る！」とと
■■とと■■きき  きき5 月 25 日㈰10:00 集合 ( 小雨決行 )
■■場場■■所所 所古市駅東広場
■■￥￥  ￥￥200 円 ( 資料代など )
■■申申■■込込  込込事前申込不要・昼食持参
コース：古市駅東広場～白鳥神社～誉田白
鳥埴輪製作遺跡～資料展示室・市役所屋上
～市役所 ( 昼食 ) ～墓山古墳～野中古墳～
野中宮山古墳～はざみ山古墳～大鳥塚古墳
～珠金塚古墳・盾塚古墳・鞍塚古墳～古室
山古墳～三ツ塚古墳～鍋塚古墳～土師ノ里
駅 ( 解散15:30 頃予定・約 8km)
＜古代史見学会＞　「奈良県磯城郡三宅町周
辺の古墳や史跡を巡る」とと
■■とと■■きき  きき6 月14 日㈯10:00 集合 ( 小雨決行 )
■■場場■■所所 所近鉄田原本線・但馬駅改札前
■■￥￥  ￥￥200 円 ( 資料代など )
■■申申■■込込  込込事前申込不要・昼食持参
コース：但馬駅～但馬杵築神社～但馬のは
ま～三宅町中央公園（昼食）～アンノ古墳～
瓢箪山古墳～高山古墳～茄子塚古墳～寺ノ
前古墳～島の山古墳～太子道～伴堂杵築神
社～黒田大塚古墳～近鉄田原本線・黒田駅
( 解散15:30 頃予定・約 6km)
※事前の体温確認・適時の水分補給など十
分な体調管理のうえご参加ください。問問
■■問問  問問NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

大阪府立近つ飛鳥博物館　5 月の催し

令和7年度春季特別展　「百済王氏ー絶統を紹ぎ興すー」
古代氏族である百済王氏の動向を考古学的成果により明らかにし、古代東アジア、そして古
代の大阪の動向を描きます。とと
■■とと■■きき  きき4 月5 日㈯～ 5月 25 日㈰　場 10:00 ～17:00( 入館は16:30 まで )
　　場場 ※�㈪休館 ( 但し、5 月 5 日㈪・6 日㈫は開館、7 日㈬は休館 )問問
■■場場■■所所 所地階特別展示室　■ �■ �￥￥￥￥￥￥ 一般 650 円、65 歳以上・高校生・大学生 450 円
＜関連行事＞
・土曜講座「春季特別展のみどころ」/ 市川 創
■■とと■■きき  きき5月 24 日㈯　14:00 ～15:00　■■場場■■所所 所地階ホール　■■定定■■員員  員員150 人　
■ �■ �￥￥￥￥￥￥ 200 円 ( 資料代 ) 当日入館のリーフレット、もしくは年間パスの提示で無料
■■問問   問問大阪府立近つ飛鳥博物館 （南河内郡河南町大字東山 299）☎ 0721-93-8321

＜ウェブサイト＞
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羽曳野市民ウインドオーケストラ　　♪ティータイムコンサート♪

「プログラム」

　♪吹奏楽のための第一組曲

　♪ゲーム音楽特集（ドラゴンクエスト、　スーパーマリオブラザーズ、

　　モンスターハンター、ファイナルファンタジーⅦ　他多数）

【と　き】5 月 18 日㈰ 14:00（開場 13:30）
【場　所】LIC はびきの ホール M
【問合せ】羽曳野市民ウインドオーケストラ　
☎ 090-1583-2991
メール　habikinowind@yahoo.co.jp

入場無料 ♫

白鳥児童館だより（5 月）　翠鳥園 2-9-101　※駐車場はありません　☎・FAX 072-957-4900

【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00/13:00 ～ 17:00 ※㈷除く ■■対対■■象象  小学生・保護者同伴の乳幼児（申込が必要な事業については羽曳野市民に限ります）
絵本のへや (絵本・紙芝居など )　■■とと■■きき  きき14 日㈬ 10:30 ～ 11:00
【わくわく子育て広場】どろんこ遊びをしよう　■■とと■■きき  きき21 日㈬ 10:30 ～ 11:30　■■持持■■物物  きき着替え・タオル ※雨天中止
将棋であそぼう　■■とと■■きき  きき21 日㈬ 15:30 ～ 16:30　 ■■対対■■象象  小学生
【グラウンドゴルフであそぼう】　■■とと■■きき 24 日㈯ 14:00 ～ 15:00　 ■■持持■■物物  きき水とう・帽子　※雨天中止

絵本のへや (絵本・紙芝居など )　■■とと■■きき 26 日㈪ 10:30 ～ 11:00

みんなで遊ぼう水曜日「鬼ごっこをしよう」　■■とと■■きき  きき28 日㈬ 15:00 ～ 16:00　■■持持■■物物  きき水とう・帽子 ※雨天中止
【ハンドメイド教室】 おやつ作り「チョコポップケーキ」　■■とと■■きき 31 日㈯① 10:00 ～ 11:45 ② 14:00 ～ 15:45　■■対対■■象象  1～ 6 年生
 ■■定定■■員員  員員各先着10 人　■■申申■ ■ 込込込込 5 月 10 日㈯ 9:00 ～ ( 電話のみ ) ■ ■ ￥￥￥￥ 100 円 ( 当日持参 )　■■持持■■物物  ききエプロン・三角巾・水とう・マスク

はびきの市民大学　軽里 1-1-1 LIC はびきの
　　　　　　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

学位記授与式・特別講義
第 1 部 学位記授与式　第 2 部特別講義「絵本で育む想像力」絵本作家　谷口 智則
■■とと■■きき  きき5月17 日㈯　13:45(13:15 開場 ) ～15:30 ■■場場■■所所   ききLIC はびきの 1 階 ホール M　■■￥￥   込込無料 ( 要整理券 )・自由席　※第 2 部手話通訳あり
■■申申■■込込   込込4 月 12 日㈯～ 5 月 16 日㈮※残席あれば当日可
※当日絵本の購入者に、サイン会参加券を先着50名に配付。サインはおひとり1冊まで。絵本は、開場時間からホール内ホワイエにて販売します。
サイン会は講演終了後、絵本販売所にて行います。
公開講座　ラベンダーの蒸留とラベンダーローション作り
■■とと■■きき  きき5月 31日㈯　10:30 ～12:00　■■講講■■師師  ききAEAJ 認定アロマセラピスト /JAMHA 認定ハーバルプラクティショナー 坂下 典子
■■場場■■所所   ききLIC はびきの 3 階視聴覚室　■■定定■■員員  員40 人 ( 先着 )　■■￥￥   込込1,000 円 ( 材料費含む )
■■申申■■込込   込込4 月 12 日㈯～ 5 月 24 日㈯　来館・電話・FAX ■■支支■■払払   込込来館・銀行振込

教室生募集

申込は窓口まで。詳細は QR コードを読み込んでいただき、ウェブサイトでご覧いただくか、お問い合わせください。
　丹治はやプラザ　
　☎072-937-2355

　石川プラザ
　☎072-950-2002

◦呼吸深める癒しヨガ＆リズム体操 ㈫
◦己書教室 ㈬
◦リフレッシュヨガ教室 ㈬
◦太極拳教室 ㈬
◦手作りパン教室　5/8 ㈭
◦はじめてのフラダンス教室 ㈮
◦ストレッチボール＆リズム体操 ㈮

◦健康・美人大学 ㈪　　　　　  ◦楽しい『ZUMBA』ダンス ㈫
◦フラダンス教室 ㈫　　　　　　 ◦やさしいヨガ教室 ㈭
◦健康いきいきクラブ ㈭　　　　 ◦ゆぅ～遊太極拳教室 ㈮
◦背骨コンディショニング ㈮　　　◦土曜ベーシックヨガ教室 ㈯
◦からだ改革『ピラティス』㈫　　◦胡粉ネイル　5/7 ㈬
◦お花のバッグチャーム　5/8 ㈭　◦歌声くらぶ　5/20 ㈫
◦フェイスマッサージ　6/4 ㈬　　   ◦多肉植物のナチュラルアレンジ　6/12 ㈭

　ＭＯＭＯプラザ
　☎072-957-5553
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【問合せ】葛井寺　☎ 072-938-0005　メール　info@fujiidera-temple.or.jp

R7-05●メンズクッキング（春）　夏本番を控えて冷たい麺を！
■■とと■■きき  きき7月10 日㈭　彩り冷麺他　7月17 日㈭冷製パスタ他
　　　　どちらの講座も10:00 ～13:00（受付 9:30 ～）
■■定定■■員員 員10 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥400 円 ( 材料費別1,500 円 )
■■持持■■物物  マスク・エプロン・三角巾・ふきん 2 枚・タオル２枚・持ち帰り用容器
■■申申■■込込  込込5月 8 日㈭10:00 ～ 5月 23 日㈮17:00

はびきのふれ愛学のススメ(春)はびきのふれ愛学のススメ(春) 申込は陵南の森公民館へ
☎ 072-952-2751 ※電話のみの受付
◦�1通話につき、1人1講座申し込みできます。
◦�受付時に氏名・年齢・電話番号が必要です。
◦代理申込可　●定員になり次第締切

R7-06●手打ちそば入門講座（春）　こだわりの薫り高いそば粉を使っ
て、本格的な手打ちそばを目ざす「そば打ち道場」で入門から本格派まで
■■とと■■きき  きき6 月11日㈬
　A 班10:00 ～11:30　B 班11:30 ～13:00( 受付は各班 30 分前 )
■■定定■■員員 員各 4 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥200 円（材料費別 2,000 円）
■■持持■■物物  エプロン・三角巾・ふきん 2 枚・タオル２枚・持ち帰り用容器
■■申申■■込込  込込5月 8 日㈭10:00 ～ 5月 23 日㈮17:00

R7-07●クラフトバンド中級講座
編みごたえのあるクラフトバンド！蓋つき多目的ボックスを作ろう！
■■とと■■きき  きき6 月 6 日・13 日・20 日㈮13:30 ～15:30（受付13:00）
■■定定■■員員 員8 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥600 円 ( 材料費別 800 円 )
■■持持■■物物  速乾性木工用接着剤・小型洗濯バサミ15 個・ハサミ・筆記用具・タオル
■■申申■■込込  込込5月 8 日㈭14:00 ～ 5月 23 日㈮17:00

R7-08●古文書入門講座（春）　地元の古文書解読に向けて一から解説
古文書解読はじめてみませんか？
■■とと■■きき  きき6 月 4 日・18 日㈬14:00 ～15:30( 受付13:30 ～)
■■定定■■員員 員20 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥800 円
■■持持■■物物  筆記用具
■■申申■■込込  込込5月 8 日㈭14:00 ～ 5月 23 日㈮17:00

◦最小催行人数に満たない場合は講座を中止する場合があります。
◦�費用については、各講座初日にお釣りの無いようご準備ください。
◦申込後の、返金はできません。
◦材料費がある場合、各講座申込期限までに持参がないとキャンセルとなります。

« お願い »
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そろばんを使った脳トレ入門講座
■■とと■■きき  きき6 月 9 日・23 日、7月7 日・28 日、9 月 8 日・22 日、10 月 6 日・20 日、11月10 日・17 日　全㈪10:30 ～11:30
■■場場■ ■ 所所所所 陵南の森公民館　2 階　会議室・視聴覚室 　■■定定■■員員 員先着 28 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥1,000 円（教材費 300 円）　■■持持■■物物  筆記用具、そろばん
■■申申■■込込  込込5 月 1 日㈭ 10:00 から電話・窓口受付開始　代理申込可。

令和 7 年度陵南の森老人福祉センター　生きがい講座令和 7 年度陵南の森老人福祉センター　生きがい講座

英会話入門講座　「Let's talk in English !」
■■とと■■きき  きき5 月 23 日、6 月 6 日・20 日、7月 4 日・18 日　全㈮10:30 ～12:00　■■場場■ ■ 所所所所 老人福祉センター　1 階　第一会議室　　定定 ■■定定■■員員 員先着 15 人　
■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥500 円　■■申申■■込込  込込5 月 1 日㈭ 10:00 から電話・窓口受付開始代理申込可。

活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯
絵画 アート・サークル 第 2・4 ㈰午後

水墨画 水墨画の会 第 2・4 ㈪午前
墨彩画 陵南墨彩会 第 2・4 ㈪午後

ペン習字 あじさいペン習字クラブ 第 2・4 ㈬午前
木目込人形 若葉会 第 1・3 ㈬午後

七宝焼 あじさいクラブ 第 1 ㈭午前、第 3 ㈭午後 
川柳 はびきの市民川柳会 第 4 ㈰午後
陶芸 若草陶芸クラブ 第 1・3 ㈯午後 

ビーズ手芸 アート　ビーズ 第 2 ㈮午前
合唱 はびきの女声コーラス 第 1・2・3 ㈯午後
合唱 カナリア 第 2・3・4 ㈮午後
合唱 コーラスたんぽぽ 第 2・3・4 ㈮午前
詩吟 あすなろ 毎㈪午後

ボランティア 朗読ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 「はびきの」第 2・4 ㈭午後
ボランティア 歌声ボランティア抒情歌サロン・ロンド 第 1・3 ㈪午前、第 2 ㈮午後

合唱 羽曳野市少年少女合唱団 第 3 ㈯午後
ボランティア 音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「玉手箱」 第 1 ㈮・第 3 ㈭午後

百人一首・競技かるた 羽曳野かるた会 第 1・3 ㈯午後 
教育 大阪友の会　古市方面 第 2 ㈰午前

クラフトバンド クラフトバンド同好会 第 1・3 ㈫ 午後・第 2 ㈬午後
写真 ピンボケ写真クラブ 第 3 ㈰午後 

人形劇 ポップコーン 毎㈬午前
料理 おにぎりの会 第 3 ㈪午前
書道 洗心書友会 第 1・3 ㈮午前
書道 みずぐき会 第 2・4 ㈯午前
書道 陵南子ども習字 第 1・3 ㈯午前  

ペン習字 洗心ペン習字 第 2・4 ㈭午前
ペン習字 そよかぜペン習字クラブ 第 2・4 ㈯午前
着付け 着付教室 第 1・3 ㈭午前 
手編み かすみ草 第 4 ㈬午前

活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯
パッチワーク ゆめのキルト同好会 第 2・4 ㈭午前

洋裁 ポピーソーイング 第 1・3 ㈪午後 、第 2 ㈮午後
刺繍 花の糸 第 1・3 ㈮午後 
華道 たちばなクラブ 第 1・3 ㈭午後
茶道 寿雅会 第 1・3 ㈫午後 
茶道 なごみ会 第 2・4 ㈭午後

健康体操 健康体操 毎㈭午後
太極拳 太極拳 剣 同好会 毎㈯午前
太極拳 楊家養心気功太極拳クラブ 毎㈪午前
太極拳 太極拳・拳友会 第 1・2・3 ㈮午後 
ヨガ ヨガ同好会 毎㈬午前

社交ダンス 社交ダンス 同好会 毎㈭午前
社交ダンス ＤＩクラブ 第 1 ㈰午後
社交ダンス 社交ダンス　マーメイド 毎㈬午後
リズム体操 リズム教室 毎㈮午前

フォークダンス フォークダンス サークル 第 1・2・4 ㈪午後
ジャズダンス Ｍ－Ｓｈｉｎｉｎｇ 毎㈫午前
ジャズダンス ジャズダンス  インフェローズ 毎㈭夜間
ジャズダンス スタジオ 　Ｙ 2 第 1・3 ㈯、第 2･4 ㈫夜間

子供のｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅰ 毎㈯午後
子供のｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅱ 毎㈯午後
ヒップホップダンス ミカラ・ミカラ 毎㈪夜間

民舞 安来節愛好会 第 2 ㈰午前
民謡 若草民謡会 第 1・3 ㈰午後
篆刻 篆刻同好会 第 1 ㈭午後
琴 箏曲雅会 毎㈮午前

英会話 英会話サークル 毎㈪夜間
英会話 Kei's　English　Studio 第 1・3 ㈭午前
韓国語 羽曳野韓国語会話グループ 第 1・3 ㈬午前 
中国語 中国語サークル 毎㈭夜間

＊見学・入会をご希望の方は陵南の森公民館（072-952-2751）までご連絡ください。　

※対象者は、羽曳野市在住で 60 歳以上の方です。※入会を希望される方は、 陵南の森老人福祉センター（☎ 072-952-2751）までお問い合わせください。
ク  ラ  ブ  名 活 動 内 容 活 動 日 時 等
詩吟クラブ 詩　　吟 第 2･4 ㈭ 10:00 ～ 12:00

抒情歌クラブ 抒情歌 第 3 ㈭ 14:00 ～ 15:00 ㈷休み
社交ダンス　ハーモニー 社交ダンス 第 1･2･3･4 ㈮ 13:00 ～ 15:30

ヘルシー体操クラブ 健康体操 第 1･2･3･4 ㈬ 14:00 ～ 15:00
陵南の森カラオケクラブ カラオケ ㈪～㈯ 9:00 ～ 15:00　

英語で話そう 英会話 第 2･4 ㈰ 13:00 ～ 14:30
折り紙サークル　さざん花 折り紙 第 3 ㈯ 9:00 ～ 12:00

絵画クラブ「二水会」 水 彩 画 第 1･3 ㈬ 13:00 ～ 16:00
書道クラブ 書　　道 第 1 ㈬ 9:00 ～ 12:00

みささぎ俳句クラブ 俳　　句 第 2 ㈯ 13:00 ～ 17:00
陵南の森囲碁クラブ 囲　　碁 ㈪～㈯ 5 週目を除く 13:00 ～ 16:00
陵南の森将棋クラブ 将　　棋 ㈪～㈰ 5 週目を除く 13:00 ～ 17:00

バンパークラブ バンパープール ㈪～㈯ 5 週目・㈷を除く 13:00 ～ 17:00
陵南の森グラウンド・ゴルフ愛好会 グラウンドゴルフ ㈫9:00~11:00 ㈮13:00~15:00

ニューホープクラブ グラウンドゴルフ ㈫ 13:00 ～ 15:00　
なごみ会 グラウンドゴルフ ㈬㈮ 11:00 ～ 13:00

陵南ゲートボールクラブ ゲートボール ㈪㈬～㈰ 9:00 ～ 12:00
笑いヨガクラブ 笑いヨガ 第 1･3･4 ㈬ 14:00 ～ 15:00 ㈷休み
Ｓ Ｏ Ｖ　Ⅱ ボランティア 第 1･3 ㈮ 10:00 ～ 12:00

※会費が別途必要です。

学び・語ろう・楽しいクラブに参加してみませんか？

令和 7 年度・陵南の森公民館グループ一覧表令和 7 年度・陵南の森公民館グループ一覧表

令和 7 年度 陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表令和 7 年度 陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表

＜会費は月 2,500 円以下　材料費等別途負担あり＞
＊午前（9:00 ～ 12:00）、午後 (13:00 ～ 17:00)、夜間 (18:00 ～ 21:00)

■■問問  問問陵南の森公民館☎ 072-952-2751

「健康を維持するための鍼灸・整体講座開催！」
■■とと■■きき  きき6 月10 日・17 日・24 日　全㈫14:00 ～15:00　■■場場■ ■ 所所所所 老人福祉センター　2 階　大広間　　定定 ■■定定■■員員 員先着 20 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥300 円
■■申申■■込込  込込5 月 1 日㈭ 10:00 から電話・窓口受付開始代理申込可。
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容などをお伝えください。

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

第 46 回 市民総合体育大会結果

バスケットボール一般男子
優勝 RAID
準優勝 東地区
3位 マルチメディア STORM

バスケットボール一般女子
優勝 ASA
準優勝 ALLFREE
3位 Super Whales フリッパーズ

ソフトテニス中学生男子
優勝 西川 拓真・西野 力夢
準優勝 小枝 楽太・松井 隼人

3位
山本 晃史郎・西本 侑弥

堺 桜介・松本 遥樹
ソフトテニス中学生女子

優勝 藤田 奏音・吹田 愛奈
準優勝 山岸 花菜・上村 陽愛

3位
半田 礼・米山 奈美希

東野 朱莉亜・森河 天音
サッカー中学生

優勝 誉田中学校
準優勝 河原城中学校

太極拳体験教室（市民体育館）

■■とと■■きき  きき5月15 日・29 日㈭ 13:15 ～14:45
■■場場■■所所 所市民体育館 ( 西浦 )
■■対対■■象象  どなたでも　■■定定■■員員  員員�各 12 ～ 15 人
■ ■ ￥￥￥￥ 各 500 円 ( スポーツ保険料含む )
■■申申■■込込  問問５月 1 日㈭ 9:00 ～
■■講講■■師師  問問大阪府武術太極拳連盟
 昴太極拳協会所属　松岡　義朗 (4 段 )
■■問問  問問市民体育館　☎ 072-958-2340

第 43 回 羽曳野市長杯
ゲートボール大会

■■とと■■きき  きき5 月 14 日㈬ 8:30 から
（予備日 5 月 15 日㈭）
■■場場■■所所 所陵南の森運動広場　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学
　　 経験の有無は問いません
■■定定■■員員  員員�チーム編成および指導の関係で制限

する場合有。
■■申申■■込込  問問５月 1 日㈭～ 9 日㈮
■ ■ 問問問問 生涯学習スポーツ課
☎ 072-947-3901（直通）

第 42 回 ソフトテニス連盟
団体戦大会の参加者募集

■■とと■■きき  きき［女子1・2 部］6 月 22 日㈰
［男子1部］7月 6 日㈰
［男子2・3 部］7月13 日㈰
全部門予備日なし
7:00 からコート使用可
■■場場■■所所 所市民体育館（西浦）テニスコート
■■対対■■象象 � �市内在住・在勤・在クラブの高校生以

上または連盟が認めた方
■■部部■■門門 � �［男子・女子１部］高校生以上

［男子・女子２部］45 歳以上
［３部］男子 65 歳以上・女子 60 歳以上の男
子ペア・女子ペア・ミックスあり
■ ■ ￥￥￥￥ 1チーム 9,000 円（高校生 4,500 円）
■■申申■■込込・■■問問  問問  込込［女子1・2 部］6 月 6 日㈮まで

［男子1部・２部、３部］   6 月13 日㈮まで
※申込チーム数によっては期限までに締め
切る場合があります。

（猪
いのさこ

砂）☎ 072-956-4788 FAX 072-926-
6996 携帯 090-3821-7547

（渡辺）☎ FAX 072-911-4940 携帯 080-
5779-3089

▼プログラム （小雨決行。一部プログラムの中止や開催時間を変更することがあります。）

午前の部（9:00 開始）
1 開会式 全　員
2 準備体操 全　員

3 なかよく玉入れ
幼児（保護者）

高齢者 (60 歳以上 )
来賓者

4 50 ｍ走
小学 1 ～ 3 年生
小学 4 ～ 6 年生
中学生以上一般

5 どれにしようかな 幼児 ( 保護者 )
6 ボール運び 小学１～３年生
7 サンドイッチ競争 小学 4 ～ 6 年生
8 障害物競走 中学生以上一般

午後の部（13:00 開始予定）
9 ○×クイズ 小学生
10 新・おやつをあげよう 幼児（保護者）
11 ボールころがし 高齢者（６０歳以上）
12 折り返しリレー 小学生１年生～３年生

13 リレー
スポーツ少年団・体育協会（小学生）

小学 4 ～ 6 年生
中学生以上一般

14 綱引き 小学生
中学生以上一般

15 大抽選会 全　員
16 閉会式 全　員

      楽しいプログラムが
        盛りだくさん！
●�当日はキッチンカー等による飲食

物の販売を行う予定です。
●�雨天により中止する場合は、当日

7:30 市ウェブサイトへ掲載します
●�駐車場は、はびきの埴生学園グラウンド

をご利用ください。なお、閉会式後の出
庫は、大変混雑が予想されますので、ご
理解とご協力をお願いいたします。

●�駐輪場は、中央スポーツ公園市民
プール駐輪場、中央スポーツ公園
内駐輪場等をご利用ください

●�ごみは所定の場所に捨てるか、
   各自お持ち帰りください

■問合せ■ 生涯学習スポーツ課 ☎ 072-958-1111  内線 4416 ＜主催 : 第 56 回市民体育祭実行委員会＞

６月 1 日㈰ 9:00 ～ 16:00第第556回羽曳野市民体育祭6回羽曳野市民体育祭
in 中央スポーツ公園

＜注意事項＞
●種目ごとに参加賞を配布します。（参加者が予定数を超えると、配布する賞品が異なることがあります。）
●会場へは自由に出入りできます。入場時の受付は行いません。●マスクの着用は、各自の判断といたします。

参加
無料

詳細は市ウェブサイト

キッチンカ
ーも出店
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫
6 月 3 日㈫13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 8 人（1日）相談時間 30 分

●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人1回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

1日㈭・15 日㈭
6 月 5 日㈭13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14 日㈬13:00 ～15:00 陵南の森総合センター 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
☎ 072-958-1111内線1070   靴下着用（素足厳禁）

行政書士による無料相
談会 15 日㈭13:30 ～15:30 LIC はびきの 2 階中会議室 B

相続、遺言、成年後見制度、法人設立および建設業などの営業許可など申
請手続について大阪府行政書士会が相談 (30 分間 )。要予約
大阪府行政書士会南大阪支部　中山　☎ 072-950-4545

人権相談 16 日㈮14:00 ～16:00 陵南の森総合センター2 階視聴覚室 人権について困ったことがあればご相談ください。予約不要。
直接お越しください。☎ 072-958-1111内線1054憲法週間　

特設人権相談
5 日 ( 月・祝 )
10:00 ～12:00、13:00 ～15:00 LIC はびきの1階

女性相談
7 日㈬・9 日㈮・28 日㈬
13:30 〜16:30
6 月 4 日㈬ 10:00 〜16:30

市役所 4 階 人権推進課 ( 電話・面接 ) 人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える悩みを専
門の相談員がお受けします。要予約。☎ 072-958-1111内線1055

女性相談支援員に
よる女性相談 ㈪・㈬・㈮ 10:00 ～16:30 市役所 4 階 人権推進課 ( 電話・面接 ) 人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える悩みを女

性相談支援員がお受けします。要予約。☎ 072-958-1111内線1055
「人権擁護委員の日」
特設人権相談

６月２日㈪
10:00 ～12:00、13:00 ～15:00 市役所別館２階　研修室 予約不要。直接会場へお越しください。☎ 072-958-1111内線1054

進路選択支援相談 ㈫ 9:00 〜17:00　㈮13:00 ～17:00 羽曳野市立教育研究所
(LIC はびきの 2 階 )

各種奨学金や貸付制度など、進学・就学に向けて困ったことがあればご相
談ください。☎ 072-958-0155

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜12:00　
13:00 ～16:00 ※受付15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに

関するご相談。☎ 072-947-3715　（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-937-7898
障害者雇用相談 第 3 ㈭13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室 2 障害福祉課に予約。☎ 072-958-1111内線1150 ／ＦＡＸ 072-957-1238
育児相談

㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 こども家庭支援課 ( 保健センター内 ) ☎ 072-956-1000
家庭児童相談
教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 〜17:00 市役所 1階 こども政策課 こども政策課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接
お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会 第1・第 3　㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館 2 階 （社会福祉協議会） 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所 A 棟1階 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 ①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定し、
その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650　市民大学ウェブサイトでも受付。

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化センター
内および 経済労働課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16～おおむね 25歳) ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を専門の担当

者がお受けします。☎ 0721-25-1553

5 月の 相談日程（無料）お気軽にご相談ください

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449

広 

告
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価
の

値
上
が
り
や
、日
本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

解
除
に
よ
る
、
金
利
の
上
昇
が
市
民
の
暮
ら
し

に
与
え
る
影
響
な
ど
、
社
会
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
な
か
、身
近
な
場
所
で
市
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
立
場
に
あ
る
羽
曳
野
市
の
様
な
基
礎

自
治
体
の
役
割
は
よ
り
重
要
度
を
増
す
も
の
と

し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
い
た
私
た
ち

市
議
会
議
員
は
市
民
の
声
の
代
弁
者
と
し
て

市
政
に
向
け
て
議
会
を
通
じ
、そ
の
重
要
な
役
割

を
遂
行
す
べ
く
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。
本
市

議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
定
例
会
に

お
け
る
議
事
内
容
の
ご
く
一
部
の
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
議
会
で
は
市
民
に
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
指
向
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
情
報
を

お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
議
場
で
の
議
場

傍
聴
以
外
に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
市
議
会
の

リ
ン
ク
先
で
本
議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
、
録
画

動
画
配
信
、
ま
た
会
議
録
の
閲
覧
機
能
に
よ
り

本
会
議
及
び
各
種
常
任
委
員
会
に
お
け
る
各

議
員
の
発
言
を
確
認
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え

て
お
り
ま
す
の
で
、ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
本
議
会
だ
よ
り
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
各
議
員
や
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

令和令和 77 年第年第 11 回定例会報告回定例会報告
　　「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
25
日
か
ら
3
月

28
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
施
政
方
針
に
対

す
る
会
派
に
よ
る
代
表
質
疑
、
11
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
専
決
処
分
の
報
告
1
件
と
、
条
例
の
一
部

改
正
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

及
び
令
和
７
年
度
当
初
予
算
、
議
員
提
出
議
案
な
ど

38
件
の
議
案
、
請
願
１
件
「
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器

購
入
の
助
成
を
求
め
る
請
願
」、
そ
の
他
、
意
見
書

案
４
件
「
若
者
の
政
治
参
加
を
促
進
す
る
抜
本
的

改
革
を
求
め
る
意
見
書
」、「
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の

取
組
へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」、「
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
・
更
新
の
た
め
の
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」、「
高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
引

上
げ
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
代
表
質
疑
の
内
容
を
中
心
に
報
告

し
、
一
般
質
問
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
、

審
議
さ
れ
た
案
件
の
議
決
結
果
等
は
６
月
号
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。

第
1
回
定
例
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
田
仲　
基
一　
　
　
竹
本　
真
琴

　
外
園　
康
裕　
　
　
南　
　
　
玲

　
黒
川　
　
実　
　
　
阪
本
菜
津
代

　
金
銅　
宏
親
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大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
当
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
長
が
危
機
感
を
示
し
て
い
る
通
り
、
決
し
て

楽
観
視
で
き
な
い
数
値
で
あ
り
、
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
公
共
施
設
の

更
新
な
ど
、
将
来
負
担
比
率
も
上
昇
し
て
い

く
見
込
み
。
自
主
財
源
比
率
は
、
年
々
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
は
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を

鑑
み
、
市
長
は
抜
本
的
な
財
政
状
況
の
改
善

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
い
っ
た

改
革
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

●
市
長　

前
市
政
に
お
い
て
、
後
れ
を
取
っ

て
い
た
施
策
、
先
送
り
と
な
っ
て
い
た
様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
実
を
結

び
始
め
、
人
口
に
お
い
て
は
令
和
3
年
度
よ

り
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
後
年
度
へ
の
財
政

圧
迫
な
ど
、
今
後
の
行
政
運
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
な
い
た
め
の
行
財
政
運
営
を
推
進

し
て
い
く
。
人
口
規
模
に
即
し
た
公
共
施
設

の
在
り
方
、
効
果
的
な
事
業
実
施
な
ど
に
よ

る
歳
出
の
削
減
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど

新
た
な
歳
入
の
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

《
重
層
的
支
援
体
制
整
備
の
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
高
齢
や
障
害
、
子
ど
も
、
生
活
困

窮
な
ど
、
支
援
を
求
め
る
方
々
は
様
々
な

担
当
課
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
窓
口
や

対
応
を
一
本
化
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
体
制
で
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

●
市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
の

各
相
談
支
援
機
関
等
に
よ
る
連
携
に
加
え
、

庁
内
関
係
課
に
重
層
推
進
員
、
市
保
健
福
祉

政
策
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
重
層
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
庁
内
外
の
連
携

強
化
を
図
る
。
こ
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
本
格
実
施
に
よ
り
、
住
民
一
人
一
人

の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
と
共
に
つ
く

っ
て
い
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
強
力
に

進
め
て
い
く
。

《
第
3
こ
ど
も
園
・
第
4
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
（
仮
称
）

第
3
こ
ど
も
園
で
は
、
需
要
の
多
い
年
齢
層

に
つ
い
て
も
定
員
の
規
模
が
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
。
第
4
こ
ど
も
園
に
お
い

て
は
、
民
設
民
営
で
の
運
営
を
基
本
と
し
た

計
画
が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
当
市
の
安
定

し
た
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
運
営

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
事
業
者
に
当
市
が

求
め
る
も
の
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

●
市
長　
（
仮
称
）
第
3
こ
ど
も
園
整
備

基
本
計
画
で
は
、
認
可
定
員
を
現
在
の
下
開

保
育
園
よ
り
増
加
で
き
る
よ
う
想
定
し
施
設

整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
保
育
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
認
可
定
員
を
設
定
し
て
い
く
。

（
仮
称
）
第
4
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
令
和

7
年
度
か
ら
地
盤
調
査
や
不
動
産
鑑
定
な
ど
、

準
備
業
務
を
進
め
つ
つ
、
事
業
者
を
公
募

す
る
。
運
営
を
お
願
い
す
る
事
業
者
に
対

し
て
は
、
公
立
園
に
お
け
る
保
育
方
針
を

尊
重
、
継
承
し
つ
つ
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
期
待

す
る
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
は
、
長
期
に

わ
た
る
安
定
し
た
運
営
と
安
全
・
安
心
な

保
育
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い

視
点
で
事
業
者
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

《
中
学
校
美
術
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

中
学
校
の
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
要
望
さ
せ
て

頂
い
て
き
た
。
今
回
、
美
術
室
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
、
他
の
特
別
教
室
に
も
設
置

を
進
め
て
い
く
の
か
。

●
市
長　

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
市
長
就
任
以
降
、
他
市
に
先
駆
け
、
屋
内

運
動
場
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
L
E
D
化
な
ど
、
改
善
を
図
っ
て
き
た
。

中
学
校
美
術
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
も
、
年
間
を
通
じ
て
普
通
教
室
並
み
の
使
用

状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
教
育
環
境
の
改
善

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
今
後
も
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

《
令
和
7
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

令
和
7
年
度
の
施
政
方
針
に

山
入
端
市
長
が
込
め
た
想
い
に
つ
い
て

問
う
。

●
市
長　

今
後
、
急
速
的
な
人
口
減
少
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
行
政
に

影
響
を
及
ぼ
す
様
々
な
課
題
の
発
生
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
社
会
経
済
情
勢
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
、
将
来
世
代
に
対
し
て
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
大
局

的
な
視
点
か
ら
羽
曳
野
を
見
る
と
、
持
続

的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
公
共
施
設
、

イ
ン
フ
ラ
の
最
適
化
に
対
し
て
、
い
か
に
対

応
し
て
い
く
の
か
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

一
朝
一
夕
で
対
処
で
き
る
課
題
で
は
な
い

た
め
、
今
か
ら
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
今
の
市

政
を
預
か
る
私
と
し
て
は
、
厳
し
い
現
実
を

直
視
し
、
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
こ
れ
ま
で

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
志
向
の
発
想

で
し
っ
か
り
と
道
筋
を
つ
け
て
い
く
こ
と

が
、
市
長
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
2
期
目
に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
職
責
を
果
た
す
べ
く
、
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　

当
市
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決

し
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
方
針
を
示
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
大
阪
府
で
は
、

基
礎
自
治
体
機
能
の
充
実
強
化
に
関
す
る

条
例
が
施
行
さ
れ
た
。
近
い
将
来
、
当
市
を

含
む
基
礎
自
治
体
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
の
か
、
と
い
う
現
実

的
に
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
真
剣
に
向

き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
フ
ェ

ー
ズ
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
将
来
世
代
に
対
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、

大
局
的
な
視
点
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
進
め
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
未
利
用
地
の
利
活
用
、

P
P
P
や
P
F
I
等
の
官
民
連
携
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
公
共

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
見
据
え
、
集
約
化
や
複
合
化
、
官
民

連
携
の
活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
改
革

が
必
要
。
羽
曳
野
市
民
会
館
は
今
後
、
市
民

の
声
を
反
映
し
、
時
代
に
即
し
た
形
で
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
も
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
生
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
。
D
X
に
関
し
て
は
、

高
齢
者
や
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
備
し
、
情
報
格
差
の
解
消
に
も

取
り
組
む
べ
き
と
要
望
。
子
育
て
、
教
育
の

分
野
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
い
る

発
達
支
援
、
新
た
な
教
育
現
場
で
の
取
組

等
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
施
策

は
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、
少
子
化
対
策

へ
と
つ
な
が
る
非
常
に
重
要
な
取
組
で
あ

り
、さ
ら
な
る
推
進
を
要
望
す
る
。
全
て
は
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
今
を
生
き
る
我
々
の
責
任
を
果
た
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
令
和
7
年
度

施
策
の
推
進
で
未
来
へ
の
希
望
を
つ
な
げ

る
べ
き
と
要
望
す
る
。
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渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
市
長
は
、
令
和
2
年
の
選
挙
の
際

の
公
約
に
は
、
本
庁
舎
の
建
て
替
え
は
触

れ
て
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
8
か
月
後
の

令
和
3
年
3
月
に
突
然
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
改
定
で
新
庁
舎
の
建
設
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
、
ま
た
、
改
定
に
際
し
て
、

建
て
替
え
の
必
要
性
や
趣
旨
な
ど
の
説
明
は

市
民
に
あ
っ
た
の
か
を
聞
く
。

●
市
長　

危
険
な
状
態
で
、
整
備
が
先
送
り

さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
作
成
に
お
い
て
も
、
早
急
な

建
て
替
え
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
市
民
の

皆
様
に
お
伝
え
し
た
。

●
要
望　
令
和
3
年
3
月
の
改
定
ま
で
の
8

か
月
間
、こ
の
市
民
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
か
、

お
聞
き
し
た
が
、
明
確
な
ご
答
弁
は
な
か
っ

た
。
こ
の
間
の
決
断
は
、
庁
内
一
部
で
決
め

ら
れ
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
強
引
な
や
り
方
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
市
の
本
庁

舎
建
て
替
え
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

議
決
案
件
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
審

議
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
今
後
、

市
政
運
営
に
当
た
る
重
要
な
計
画
案
に
つ
い

て
は
、
大
き
く
市
民
生
活
を
左
右
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
決
を
要
す
る
案
件
と

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
適
正
化
や

数
や
規
模
が
多
過
ぎ
る
施
設
な
ど
市
民
会

館
や
市
民
体
育
館
、
図
書
館
な
ど
を
廃
止
、

縮
小
し
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
利
用

さ
れ
て
き
た
公
共
施
設
が
使
え
な
く
な
る
。

特
に
高
齢
者
は
外
に
出
る
機
会
や
交
流
の

場
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
か
。

●
市
長　

高
齢
者
の
方
々
は
、
公
共
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
や

サ
ロ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
身
近
な
地
域
に
あ
る

集
会
所
や
公
民
館
な
ど
で
地
域
交
流
を
図

っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

施
設
が
な
く
な
っ
て
も
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
や
サ
ロ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
は

あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
楽
し
ん
で
く
れ
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
と
い
う
の
は
、画
一
的
で
、

あ
る
も
の
で
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り
に
も
上
か
ら
目
線
で
あ
る
と

感
じ
る
。
市
民
会
館
も
4
月
か
ら
使
え
な
く

な
っ
て
、
別
の
施
設
を
予
約
し
に
行
っ
た
け

れ
ど
、
な
か
な
か
予
約
が
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
な
ど
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
住
む
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
を
持
て
る
よ
う
な

取
組
が
で
き
る
公
共
施
設
は
、
市
民
に
と
っ

て
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
。
公
共
施
設
を

廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
気
持
ち
よ
く
活
用

で
き
る
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
、
そ
し

て
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
存
続
す
る
手

だ
て
を
要
望
す
る
。

《「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
の体験

に
つ
い
て
》

●
質
疑　

具
体
的
に
何
を
子
ど
も
た
ち
に

体
験
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
か
。

●
市
長　

想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
驚
き

や
発
見
を
経
験
す
る
こ
と
で
夢
や
希
望
を

持
ち
、
無
限
の
可
能
性
が
広
が
る
未
来
に

向
か
っ
て
、
力
強
く
成
長
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

●
要
望　
市
長
が
、
大
変
万
博
見
学
に
期
待

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
表
明
さ

れ
て
い
る
の
で
、
万
博
見
学
を
や
っ
ぱ
り
や

め
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
捉
え
る
現
場
も

多
い
。
市
長
の
発
言
は
、
現
場
の
自
由
な

発
言
を
ど
う
し
て
も
抑
え
つ
け
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
市
長
の

発
言
内
容
は
、
現
場
に
も
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
こ
の
こ
と
を
胸
に
と

ど
め
今
後
も
市
政
運
営
に
臨
む
よ
う
要
望

す
る
。

《
交
通
の
安
全
性
と
利
便
性
の向

上
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

こ
の
間
、
市
長
は
羽
曳
野
市
に

は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
が

あ
っ
て
、
交
通
空
白
地
域
は
な
い
と
い
う

ご
答
弁
だ
が
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
減
便
に

よ
り
、
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
い
う

地
域
の
声
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
交
通

機
関
が
あ
っ
て
も
、
運
賃
の
負
担
が
多
く
、

外
出
す
る
こ
と
を
我
慢
し
て
し
ま
う
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
る
が
、
市
民
の
生
活
と
移
動

の
支
援
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

市
民
の
生
活
と
移
動
の
支
援
に

つ
い
て
で
す
が
、
市
民
生
活
に
お
い
て
、

移
動
手
段
は
日
常
的
な
活
動
を
支
え
る
大
変

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
本
市
に
は
、
鉄
道
駅
が
5
駅
あ
り
、

市
内
に
は
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
お
り
、

公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
に
よ
り
、
こ
れ
ら

を
補
完
す
る
こ
と
で
、
交
通
空
白
地
が
解
消

さ
れ
、
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
市
長
は
、
空
白
地
域
は
な
い
と
言

わ
れ
る
が
、
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交
通

づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
は
、
都
市
部

で
は
駅
か
ら
半
径
5
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
、

そ
し
て
バ
ス
停
か
ら
は
半
径
3
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
は
空
白
地
域
で
あ
る
と
規
定
し

て
い
る
。
日
本
共
産
党
が
今
行
っ
て
い
る

市
民
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
自
由
記
述
欄

で
一
番
多
か
っ
た
の
は
移
動
へ
の
支
援
で

あ
る
。
国
土
交
通
省
も
、
地
域
の
暮
ら
し
と

産
業
を
支
え
て
豊
か
な
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
や
地
域
の
振
興
を
図
る
上
で
、
移
動

は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
自
治
体
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
戦
略
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て

い
る
。
羽
曳
野
市
で
も
、
こ
の
地
域
の
豊
か

な
暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
て
い
く
た
め
に

も
、
早
急
に
こ
の
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
、
実
施
を
強
く
要
望
す
る
。

《
自
治
体
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
「
こ
れ
か
ら
」
の
未
来
志
向
の
新

し
い
発
想
で
の
自
治
体
経
営
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

志
向
の
新
し
い
発
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
自
治
体
運
営
を
自
治
体
経
営
と

し
て
い
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を

聞
く
。

●
市
長　

未
来
志
向
の
発
想
の
下
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
働
き
手
不
足
、

社
会
経
済
活
動
が
縮
小
す
る
厳
し
い
環
境

を
前
提
と
し
て
、
限
り
あ
る
人
材
や
財
源
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
D
X
・
業
務
改
革
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
適
正

化
、
各
施
策
を
コ
ア
業
務
に
人
員
配
置
の

重
点
化
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営

へ
と
転
換
し
て
い
く
。

●
要
望　
職
員
が
足
り
な
い
た
め
に
、
災
害

復
興
も
進
ま
ず
、
保
健
所
の
職
員
を
大
変

減
ら
し
て
き
た
こ
と
や
急
性
期
の
病
床
数

を
減
ら
し
て
き
た
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

対
応
で
も
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
と
い
う

教
訓
が
あ
っ
た
。
こ
の
教
訓
に
学
ん
で
、

市
民
の
命
と
生
活
を
支
え
る
た
め
の
職
員

の
配
置
と
そ
の
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
体
制

の
構
築
を
強
く
要
望
す
る
。
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広
場
等
の

拡
幅
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
近
鉄
線
の
踏
切
の
拡
幅
や
4
軒
の

お
店
が
大
き
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長　

用
地
取
得
率
は
契
約
件
数
ベ
ー
ス

で
約
65
％
。
駅
南
側
広
場
整
備
事
業
は
本
年

度
事
業
地
取
得
が
全
て
完
了
。
駅
前
広
場
の

完
成
形
整
備
に
向
け
、調
整
を
進
め
て
い
る
。

《
丹
下
公
園
の
ち
び
っ
こ
広
場

拡
張
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

丹
下
地
域
は
、
住
宅
地
で
あ
り
、

人
口
密
度
が
高
い
。詳
細
設
計
を
更
に
聞
く
。

●
市
長　

拡
張
整
備
は
災
害
時
の
一
時
避
難

者
約
2
0
0
名
を
収
容
出
来
る
様
に
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
や
防
災
備
蓄
倉
庫
等
、
防
災
機
能

を
兼
ね
た
公
園
整
備
を
進
め
る
。

《
空
家
等
対
策
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
計
画
改
定
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
改
定
と
効
果
が
あ
る
か
聞
く
。

●
市
長　

空
家
等
に
関
す
る
課
題
を
整
理

し
、
現
状
を
踏
ま
え
、
空
家
等
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
事
や
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、

空
家
等
の
対
策
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

《
第
7
次
水
道
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

施
設
整
備
事
業
の
内
容
検
討
は

ど
の
よ
う
な
検
討
な
の
か
を
聞
く
。

●
市
長　

第
6
次
水
道
施
設
整
備
事
業
の

検
証
、
評
価
等
の
結
果
を
反
映
し
、
令
和

8
年
度
に
向
け
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

《
官
民
連
携
方
式
の
P
P
P
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
か
、
ま
た

導
入
の
目
的
と
行
政
側
・
民
間
企
業
側
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長　

民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意

工
夫
等
の
活
用
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

方
式
。　

令
和
7
年
度
は
導
入
効
果
の
検
討

を
行
う
。

《
大
型
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

防
災
倉
庫
の
設
置
は
災
害
時
、

ど
の
よ
う
に
稼
働
す
る
の
か
聞
く
。

●
市
長　

重
要
備
蓄
物
資
11
品
目
を
含
む

緊
急
性
の
高
い
備
蓄
物
資
を
保
管
す
る
数
量

を
大
型
備
蓄
倉
庫
に
て
集
中
保
管
し
て

い
く
。

《
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、
包
括
的

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、
新
た
に
取
り

組
む
事
業
内
容
と
は
具
体
的
に
聞
く
。

●
市
長　

属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、

地
域
、
社
会
と
の
繋
が
り
を
作
る
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
3
つ
の
支
援
を

相
互
に
連
携
し
一
体
的
に
進
め
る
も
の
。

《
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の

助
成
制
度
の
内
容
と
対
象
な
ど
を
聞
く
。

●
市
長　

対
象
者
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
聴
覚
障
害
に
お
け
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
者
、
補
聴
器
相
談

医
に
よ
り
装
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
者

等
で
、
2
万
5,
0
0
0
円
を
上
限
と
し
、

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
。

《
骨
髄
バ
ン
ク
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
具
体
的
な
助
成
内
容
を
聞
く
。

●
市
長　

骨
髄
等
の
提
供
の
た
め
、通
院
1
日

に
つ
き
2
万
円
、
1
回
の
提
供
に
つ
き
7
日

間
、
14
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
も
の
。

《
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
国
の
予
防
接
種
法
が
決
ま
り
実
施

に
向
け
た
接
種
開
始
時
期
と
、
対
象
年
齢
や

助
成
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長　

対
象
者
は
65
歳
及
び
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
者
。
65
歳
を
超
え
る
方
に
つ
い

て
は
、
5
年
間
の
経
過
措
置
。
生
ワ
ク
チ
ン

は
1
回
接
種
、
自
己
負
担
金
4,
0
0
0
円
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
2
回
接
種
、
1
回
当
た

り
自
己
負
担
金
1
万
1,
0
0
0
円
と
な
る
。

《
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
、公
立
小
学
校
の

給
食
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

物
価
高
騰
の
中
で
の
助
成
事
業

だ
が
、
今
後
も
継
続
す
る
お
考
え
か
聞
く
。

●
市
長　

保
護
者
負
担
を
増
や
さ
ず
子
育

て
世
代
の
支
援
の
観
点
か
ら
今
後
も
継
続

す
る
。

《
給
食
費
の
半
額
か
ら
全
額
支
給
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

第
3
子
以
降
の
お
子
さ
ん
の

給
食
費
の
支
給
を
全
額
支
給
す
る
取
組
で

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長　

第
3
子
以
降
を
対
象
と
し
た

多
子
世
帯
の
助
成
事
業
は
、
中
学
校
給
食
費

に
つ
き
2
学
期
以
降
の
全
員
喫
食
化
に
合

わ
せ
て
、
対
象
者
の
全
額
助
成
に
拡
充
し
て

い
く
。

《
居
宅
訪
問
の
実
施
で

就
労
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

個
別
の
抱
え
る
環
境
や
問
題
は

様
々
で
、
支
援
す
る
側
の
取
組
、
ま
た
多
岐

に
わ
た
る
専
門
的
な
連
携
が
不
可
欠
。
就
労

支
援
の
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長　

社
会
生
活
に
困
難
を
抱
え
、
孤
立

し
が
ち
な
若
者
の
社
会
参
加
及
び
就
労
を

目
的
に
対
象
者
の
発
見
、
相
談
、
支
援
、

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
訪
問
を
取
り
入
れ

行
う
。

《
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
の
示
す
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

か
ら
の
活
用
を
含
む
、
20
種
類
20
業
務
の

運
用
を
目
指
し
て
い
る
、
現
時
点
で
の
運
用

と
計
画
で
進
ん
で
い
く
か
を
聞
く
。

●
市
長　

法
定
D
X
の
対
象
で
あ
り
3
月

24
日
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
を
は
じ
め
税

関
連
を
含
む
７
つ
の
業
務
の
運
用
を
開
始
。

国
民
健
康
保
険
な
ど
9
つ
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
中
の
移
行
に
向
け
、
取
組
を

進
め
る
。

《
新
庁
舎
整
備
に
お
け
る
市
民
理
解
と

令
和
10
年
度
供
用
開
始
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
施
政
方
針
に
は
、
さ
ら
っ
と
2
行

だ
け
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
内
容
で
令
和

10
年
度
に
供
用
開
始
を
目
標
値
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
形
で
市
民
の
ご
理
解
を
得
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
聞
く
。

●
市
長　

新
庁
舎
が
防
災
拠
点
と
な
る
事

ま
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

事
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
理
解
と
協
力

を
頂
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
実
施
し
て
い
く
。

●
要
望　

新
庁
舎
の
建
て
替
え
整
備
に
お

け
る
市
民
理
解
と
令
和
10
年
度
供
用
開
始

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
機
会
に
市
民
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
大
切
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
、
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど

は
、
市
民
の
中
に
踏
み
込
ん
で
生
の
声
を
聞

き
、
課
題
を
頂
く
事
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、

丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
羽
曳
が
丘
地
区
の
道
路
実
施
計
画
、
更
新

工
事
に
つ
い
て

●
第
2
次
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

●
災
害
時
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
に
つ
い
て

●
中
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
お
け
る

自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

●
L
I
C
内
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

に
つ
い
て

●
戦
略
的
な
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
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黒
川
　
実

（
自
由
民
主
党
・
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《「
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

住
み
良
い
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
計
画
的
な
道
路
舗
装
工
事
の
実
施

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

●
市
長　

道
路
の
重
要
性
、
損
傷
状
況
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
優
先
順
位
を
定
め
、

舗
装
個
別
施
設
計
画
を
作
成
し
、
工
事
を

行
っ
て
い
く
。

●
要
望　

道
路
状
況
、
地
域
の
方
の
声
を

聞
い
て
計
画
的
な
舗
装
工
事
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
質
疑　
市
道
郡
戸
古
市
線
の
無
電
柱
化
の

詳
細
設
計
を
実
施
と
あ
る
が
、
無
電
柱
化
の

整
備
が
必
要
な
理
由
と
工
期
は
。

●
市
長　

大
規
模
地
震
や
、
台
風
等
に
よ
る

倒
木
や
電
柱
倒
壊
に
対
す
る
備
え
と
共
に
、

救
急
活
動
の
確
保
、景
観
や
通
行
の
円
滑
性
、

快
適
性
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
白
鳥
通
り

区
間
を
令
和
8
年
度
に
着
手
し
、
令
和
14
年

度
を
完
成
目
標
と
す
る
。

●
要
望　
工
期
が
長
い
た
め
地
元
に
迷
惑
を

か
け
る
地
域
の
声
を
優
先
し
、
祭
り
の
や
り

回
し
の
場
所
の
た
め
、
施
工
時
期
な
ど
よ
く

考
え
、
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

《「
地
域
が
つ
な
が
り

安
心
で
心
安
ら
ぐ
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

災
害
時
医
療
救
護
活
動
計
画
に

基
づ
く
必
要
な
資
機
材
や
医
薬
品
の
整
備

と
は
。

●
市
長　

本
年
度
作
成
、
災
害
時
医
療
救
護

活
動
計
画
に
基
づ
き
、
救
護
所
で
の
応
急

処
置
や
市
が
開
設
す
る
避
難
所
を
巡
回
す
る

医
療
救
護
活
動
に
使
用
す
る
。

●
要
望　
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
疑　

第
2
次
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
各
地
域
の
声
を
取
り

入
れ
る
の
が
大
事
だ
が
、
協
議
等
の
場
を

つ
く
る
の
か
。

●
市
長　

策
定
に
あ
た
り
本
計
画
が
多
分

野
に
わ
た
り
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
と
共
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

●
要
望　

地
域
の
声
や
特
徴
を
し
っ
か
り

把
握
し
取
り
組
む
の
と
、
各
地
域
の
避
難
場

所
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く

子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

民
間
活
力
を
軸
と
し
た
保
育
の

受
け
皿
は
、
新
た
な
保
育
施
設
を
民
間
誘
致

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

●
市
長　

整
備
を
進
め
て
い
る
第
3
、
第
4

こ
ど
も
園
だ
け
で
は
、
保
育
の
提
供
体
制
に

不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
民
間
活
力
を
軸

と
し
た
新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を

進
め
る
。

●
要
望　
民
間
の
保
育
園
は
園
独
自
の
教
育

が
あ
り
、
教
材
費
等
の
負
担
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
負
担
が
な
い
公
立
保
育
園
の
受
け

皿
も
必
要
、
民
間
保
育
園
で
は
責
任
が
あ
る

た
め
に
医
療
行
為
が
で
き
ず
、
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
い
。
様
々
な
理
由
を
考
え
公
立

保
育
園
で
し
っ
か
り
し
た
受
け
皿
を
作
り
、

民
間
活
力
を
利
用
し
た
受
け
皿
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

《「
魅
力
発
見　
賑
わ
い
と
創
造
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

羽
曳
野
観
光
局
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
の
支
援
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

●
市
長　

大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
に
向
け
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　
も
っ
と
積
極
的
に
活
動
支
援
内
容

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
疑　

委
託
訪
問
等
を
取
り
入
れ
た

就
労
支
援
事
業
と
あ
る
が
、
該
当
者
と
支
援

方
法
は
。

●
市
長　

市
広
報
や
S
N
S
等
通
じ
た
周
知

を
行
い
、
対
象
者
を
発
見
し
、
相
談
・
支
援
、

企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
総
合
的
な
支
援

状
況
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
に
実
施
す
る
。

●
要
望　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
。
き
め
細
か

く
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《「
市
民
と
と
も
に
築
く自立

し
た
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し
の

検
討
と
あ
る
が
、
見
直
し
さ
れ
る
も
の
は

な
に
か
。

●
市
長　

適
正
な
受
益
者
負
担
と
い
う
視
点

か
ら
、
4
年
に
1
度
法
令
等
に
よ
り
算
定

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
及
び
国
、
府

の
機
関
が
算
定
し
て
い
る
経
費
等
を
基
に

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
対
象
外
と
し
、

本
市
の
使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
見
直
し

の
検
討
を
行
う
。

●
要
望　

物
価
高
騰
な
ど
市
民
の
負
担
が

多
い
な
か
、
今
は
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
質
疑　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

見
直
す
と
あ
る
が
議
員
に
共
有
し
て
頂
け

る
の
か
利
用
者
や
地
元
の
声
は
ど
う
す
る

の
か
。

●
市
長　

現
在
の
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た

時
点
修
正
で
あ
り
羽
曳
野
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
推
進
本
部
会
議
で
行
い
議
会

に
お
示
し
す
る
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
で
市
民
に
周
知
す
る
。

●
要
望　

地
元
の
声
や
議
員
に
共
有
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
疑　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
建
設
に

伴
う
予
算
と
I
C
T
環
境
等
の
整
備
を
す
る

予
算
を
合
算
し
た
総
額
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

●
市
長　

総
事
業
費
は
1
0
8
億
を
想
定

し
て
お
り
、
I
C
T
環
境
等
整
備
業
務
に

つ
い
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
選
定
期
間
中
、
提
案
上
限
価
格
は

6
億
7,
4
3
0
万
円
と
し
て
い
る
。

●
要
望　

早
急
な
建
て
替
え
が
必
要
な
の

は
認
識
し
て
い
る
が
、
施
政
方
針
で
は
厳
し

い
財
政
状
況
と
人
口
減
少
の
中
で
多
額
な

工
事
費
の
負
債
を
未
来
に
残
す
の
は
市
政

運
営
に
か
な
り
負
担
に
な
り
、
今
ま
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
今
後
水
道
事
業
も
市
単
独
で
行
う

の
も
厳
し
い
中
で
、
多
額
の
公
費
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
に
思
う
。
今
ま
で

通
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
、
新
庁
舎
の

維
持
費
、
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
く
未
来
に

負
担
の
残
ら
な
い
新
庁
舎
の
あ
り
方
を
も
う

一
度
検
討
す
る
の
も
市
長
の
決
断
の
一
つ
、

将
来
を
見
据
え
再
度
新
庁
舎
の
整
備
を
考
え

な
お
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
と
、
市
長
の

施
政
方
針
に
は
、
当
市
の
医
療
圏
の
体
制
に

は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
特
に
夜
間
小
児

救
急
の
医
療
体
制
が
含
ま
れ
て
居
な
い
の

が
毎
回
残
念
。
当
市
は
大
阪
は
び
き
の
医
療

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
で
、
南
河
内
圏
域
の

夜
間
小
児
救
急
医
療
の
推
進
を
進
め
て
い

た
だ
く
事
や
近
畿
大
学
附
属
病
院
が
今
年
度

移
転
す
る
事
に
対
し
て
の
当
市
の
今
後
の

医
療
圏
の
充
実
を
図
る
事
な
ど
一
切
な
い

事
が
残
念
に
思
う
。
今
後
は
市
民
の
命
を

守
る
大
事
な
医
療
計
画
を
推
し
て
い
た
だ
く

事
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
つ
い
て

●
空
家
等
対
策
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
p
p
p
導
入
に
向
け
た

検
討
に
つ
い
て
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樽
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佳
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（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
近
隣
市
で
は
、
幹
線
道
路
整
備
に

伴
い
、
大
規
模
商
業
施
設
や
物
流
等
、
様
々

な
企
業
の
立
地
を
実
現
し
て
い
る
。本
市
が
、

現
在
、
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
幹
線
道
路
沿
道

に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
向
性
の
位
置
づ
け

と
立
地
適
正
化
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

地
区
計
画
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、

企
業
立
地
の
促
進
が
図
れ
る
よ
う
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
明
確
的
に

位
置
づ
け
、
医
療
・
福
祉
、
商
業
等
の
都
市

機
能
を
集
約
す
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
と

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
等
を
考
慮
し
た
住
居

誘
導
区
域
を
設
定
し
、
中
・
長
期
的
に
コ
ン

パ
ク
ト
で
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

●
要
望　
南
阪
奈
道
路
や
外
環
状
線
、
八
尾

富
田
林
線
等
、
幹
線
道
路
沿
道
は
企
業
立
地

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
非
常
に
高
い
地
域
で
一
部

は
、
様
々
な
理
由
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
と

な
り
、
将
来
の
羽
曳
野
市
域
の
振
興
を
図
る

に
は
、市
街
化
区
域
へ
編
入
し
、開
発
が
進
む

よ
う
に
す
べ
き
で
、
こ
の
機
に
羽
曳
野
市
の

振
興
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
を

は
じ
め
各
種
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
第
1
次
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

成
果
・
総
括
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

第
1
次
羽
曳
野
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
お
い
て
掲
げ
た
9
つ
の
取
組
の

推
進
に
つ
い
て
、
第
2
次
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
の
策
定
に
向
け
、
ど
う
い
っ
た
総
括
を

す
る
の
か
。

●
市
長　

第
2
次
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
、

本
市
が
一
層
災
害
に
強
く
、
し
な
や
か
な

対
応
を
し
て
い
け
る
よ
う
、
近
年
の
災
害

発
生
状
況
等
を
踏
ま
え
、
第
1
次
計
画
で
の

各
種
取
組
の
脆
弱
性
評
価
を
行
い
、
今
後
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
、
実
現

し
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

最
近
の
災
害
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
ら
甚
大
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

治
山
、
治
水
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
災
害

を
想
定
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な

羽
曳
野
市
を
築
い
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
含
め
、
第
1
次

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
お
け
る
課
題

や
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
第
2
次
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、

本
市
が
一
層
災
害
に
強
く
、
し
な
や
か
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
近
年
の
災
害
の
発
生

状
況
等
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
。

《「
と
も
に
支
え
合
い

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」》
よ
り

●
質
疑　

地
域
福
祉
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
障
害
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
、
複
合
的
か
つ
深
刻
な
問

題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
５
年
後

の
羽
曳
野
市
の
未
来
を
明
る
く
創
造
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で

計
画
を
策
定
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
回
の
助
成
事
業
で
ス
ト
ー
マ

装
具
の
購
入
費
用
に
係
る
助
成
基
準
額
の

引
上
げ
事
業
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
ら
引
上
げ
に
至
っ
た
の
か
。

●
市
長　

社
会
福
祉
に
関
す
る
団
体
の
代
表

者
を
は
じ
め
、
学
識
経
験
者
や
市
議
会
議
員

な
ど
で
構
成
す
る
羽
曳
野
市
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
で
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉

計
画
等
に
関
す
る
各
分
野
の
状
況
及
び
動
向

把
握
や
第
4
期
羽
曳
野
市
地
域
福
祉
計
画

に
基
づ
く
事
業
の
総
合
的
評
価
及
び
課
題

分
析
や
重
点
施
策
内
容
の
検
討
を
行
い
、

羽
曳
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
連
携
し
、
策
定
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。ま
た
、日
常
生
活
用
具

で
あ
る
ス
ト
ー
マ
用
装
具
は
、
毎
日
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
使
用
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
大
阪
府
内
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
が
基
準
額
を
変
え
て
い
な
い
中
、

当
市
は
、
国
の
実
態
調
査
の
結
果
を
鑑
み
、

全
国
平
均
並
み
の
基
準
額
へ
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
、
も
っ
て
利
用
者
負
担
の
軽
減
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

●
要
望　

審
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

羽
曳
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
連
携
し
、
関
連
す
る

各
分
野
の
現
状
及
び
動
向
の
把
握
、
事
業
の

総
合
的
評
価
及
び
地
域
福
祉
の
実
態
、
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、
課
題
分
析
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
当
市
の
福
祉
施
策
が
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
、
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
、
助
成
事
業
の
ス
ト
ー
マ
用
装
具

は
、
毎
日
の
生
活
の
中
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、必
要
な
人
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
施
策
と
し
て
、
今
後
も
高
齢

者
や
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
上
で

の
大
切
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

《
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

令
和
10
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
す
、
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
工
事

期
間
中
の
市
民
が
市
役
所
に
来
ら
れ
た
と
き

の
動
線
や
駐
車
場
な
ど
の
配
置
や
本
館
と

別
館
へ
の
移
動
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

●
市
長　

工
事
中
の
来
庁
者
駐
車
場
は
、

敷
地
南
側
広
場
の
一
部
に
仮
設
駐
車
場
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
公
用
車
駐
車
場
の

一
部
を
来
庁
者
駐
車
場
に
仮
転
用
す
る
計
画
。

ま
た
、
誉
田
白
鳥
埴
輪
製
作
遺
跡
の
一
部
を

臨
時
仮
設
来
庁
者
駐
車
場
と
で
き
る
よ
う
、

文
化
庁
及
び
大
阪
府
と
協
議
中
。
駐
車
場

利
用
者
に
つ
い
て
は
、
本
館
へ
は
南
側
玄
関

を
、
ま
た
別
館
へ
は
幹
線
道
路
の
歩
道
を

利
用
し
、
敷
地
北
側
よ
り
ご
入
場
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
身
体
障
害
の

方
の
利
用
に
配
慮
し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
も
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。
工
事
中
の

本
館
と
別
館
の
往
来
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
全
確
保
の
た
め
、
本
館
及
び
別
館
の
東

正
面
玄
関
よ
り
、
一
度
敷
地
に
出
て
、
幹
線

道
路
の
歩
道
を
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
出
入
り
し
て
い
た
だ
く
計
画
で
あ
る
。

●
要
望　

想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震
や
様
々

な
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
庁
舎
の
安
全

性
確
保
は
何
よ
り
も
急
ぐ
べ
き
課
題
。
震
災

に
よ
り
、
庁
舎
が
崩
壊
し
、
危
機
管
理
機
能

が
果
た
せ
な
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め

に
も
、
予
定
さ
れ
て
い
る
工
期
で
の
完
成
を

強
く
求
め
た
い
。
ま
た
、
整
備
工
事
期
間
中

で
あ
っ
て
も
、
市
役
所
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に

不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
に
対
し
て
も
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
最
大
限
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
強
く
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
白
鳥
通
り
無
電
柱
化
に
つ
い
て

●
全
天
候
型
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
（
L
I
C

は
び
き
の
）
の
設
置
に
つ
い
て

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
改
定
に

つ
い
て

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
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